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1. 研究分科会 

1）研究分科会一覧 

２０１９年度設置継続分科会      

 ※印は分科会主任者、△印は２分科会以上参加者    

 ☆印は兼任研究員、◎印は招聘研究員、○印は研究協力員   

整理番号 テーマ・構成員 

2019-01 

テーマ 

広告とマーケティングにおける価値創造への多面的アプローチ 
Multifaceted Approaches to Value Creation in Advertising and 
Marketing 

☆ 
※武井  寿 恩藏  直人 嶋村 和恵 
 守口   剛 フランク・ビョーン 峯尾  圭 

◎ 

 秋本 昌士 石崎  徹 石田 大典 
 大平  進 田部 渓哉 芳賀 康浩 
 朴  正洙 広瀬 盛一 八ッ橋治郎 

2019-02 

テーマ 
「一帯一路」構想における異文化摩擦に関する研究 
Cross-Cultural Conflict in“One Belt, One Road” project 

☆ 

※小川 利康  荒井  訓  尹  景春 
 宇野 和夫  原口  厚 パルヴューレスコ・Ｍ・Ｍ 
 矢内 義顯 △李  洪茂  國府 久郎 
 中村みどり  森本 栄晴  クラウス マヌエル Ｐ 

◎ 

△井上 葉子 △今井 利絵  川邉 信雄 
 白石   徹 △鈴木 岩行  竹之内玲子 
 田代 祐基 △張   艶  櫨山 健介 
 李    雪     

2019-03 

テーマ 

技術革新が保険産業・保険制度に与える影響と課題 
How the innovation of technology affects the insurance industry and 
insurance system？ 

☆ ※中出  哲  田口 尚志 △李  洪茂 

◎ 
 恩藏 三穂 △鈴木 岩行  土田 武史 
 椿  弘次  安井 敏晃   
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2019-04 

テーマ 

会社法改正と上場会社のコーポレート・ガバナンスの見直し 
Proposed Company Law Reform and expected improvement in 
corporate governance of listed companies 

☆ ※中村 信男  和田 宗久  川島いづみ 

◎  李  艶紅     

2019-05 

テーマ 
ウエルディッド絡み目の局所変形とバーンサイド群の研究 
Local moves on welded links and Burnside groups 

☆ 
※沢田  賢  坂野 慎哉  安原  晃 
 辻内 宣博  渡邊 展也  谷山 公規 

◎  田中 心     

2019-06 

テーマ 

企業統治制度の変容と日本の金融・労働市場 
Changing Corporate Governance and Financial / Labor Markets in 
Japan 

☆ 

※広田 真一 △久保 克行  谷川 寧彦 
 宮島 英昭  尾崎 祐介  宇野  淳 
 大村 敬一  鈴木 一功  蟻川 靖浩 
 小倉 義明  河村 耕平  五島 圭一 

◎ 
 小川  亮  折原 正訓  外松 陽子 
 晝間 文彦     

○ 
グエン ティン フォン 

タン 
 吉田 賢一    

2019-07 

テーマ 

英語による発信力を強化する体系的プログラムの開発 
Development of a Systematic Training Program for Improving 
Productive Proficiency in English 

☆ 

※森田  彰 エルウッド・ケイト  小澤 悦夫 
 鈴木 利彦   山田  茂  ヨッフェ・レオニード 
 篠原 靖明     

◎ 

 青田 庄真  岩﨑 永一  江連 敏和 
 大本 道央  小倉 雅明  篠田 義明 
 神保 尚武  原田 慎一  藤本 淳史 
 室谷 章子  本橋 朋子  森谷 祥子 
 渡辺 洋一     

2



2019-08 

テーマ 
管理会計における分担機能の研究 
The study on risk sharing functionalities of managerial accounting 

☆ 

※鈴木 孝則  伊藤 嘉博  大鹿 智基 
 河  榮徳  長谷川惠一  清水  孝 

ダニエル・ドーラン  薄井  彰  清水 信匡 
 葛山 康典  高橋 克幸   

◎ 

 阿部 圭司  石塚 博司  稲葉 喜子 
 内野 里美  海老原 崇  大川内隆朗 
 庵谷 治男  大塚 宗春  奥本 英樹 
 金子 良太  神山 直規  河路 武志 
 小林 啓孝  齋藤 正章  佐藤 紘光 
 須藤 時男  辻  正雄  成岡 浩一 
 西澤   脩  野坂 和夫  花村 信也 
 潘  健民  福島  隆  堀  好一 
 前野 譲二  松田 修一  目時 壮浩 
 矢内 一利  渡邊 直人  

○  大西 智之     

2019-09 

テーマ 

企業の国際競争戦略の変化と展望 
Changes and Prospects of International Strategiesof Multinational 
Enterprises 

☆ 

※横田 一彦  谷口 真美  白木 三秀 
 長谷川信次 △市田 敏啓 エドマン・ジェスパー 
 池上 重輔   

◎ 

△井上 葉子  今井 雅和 △今井 利絵 
 江夏 健一  桑名 義晴  佐藤 敦子 
 佐藤 幸志  清水さゆり  髙井  透 
 竹之内秀行  長谷川 礼  林   正 
 三輪 祥宏  山本 崇雄   

2019-10 

テーマ 
グローバライゼーションと財務会計研究 
Globalization and Financial Accounting Research 

☆ 
※八重倉 孝  奥村 雅史  鈴木 智英 
 山内  暁  秋葉 賢一  大塚 忠義 
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 金子 裕子  川村 義則  栗原 克文 
 篠原  真  伏見 俊行  松本 敏史 
 菅野 浩勢  加藤 大吾   

◎ 

 青山 慶二  安  珠希  飯塚 雄基 
 池村 恵一  石内 孔治  井手 健二 
 井出健二郎  海老原 諭  尾畑  裕 
 片山  覺  金子 善行  久保 幸年 
 髙橋 秀至  千代田邦夫  辻山 栄子 
 遠谷 貴裕  鳥羽 至英  中井 誠治 
 中嶋 隆一  中田 有祐  長束  航 
 根岸 亮平  羽根 圭祐  濱田 崇嘉 
 原   誠  藤木 潤司  藤田 晶子 
 藻利 衣恵  山﨑  尚  山下  奨 
 尹  志煌  吉野 真治  若林 利明 
 渡辺  剛   

○  閻   粛  栗城 綾子  畢  天維 

2019-11 

テーマ 

イノベーション創出のメカニズムについてのマルチレベル研究 
Investigating the Mechanisms of Innovation: A  
Multilevel Perspective 

☆ 

※山野井順一  井上 達彦  大月 博司 
 坂野 友昭  清水  洋  谷本 寛治 
 藤田  誠  三橋  平 マレン ジョエル 
 村瀬 俊朗  小沢 和彦  佐々木博之 

◎ 

 足代 訓史 △井口  衡  伊藤 泰生 
 石毛 昭範  宇田  理  川崎 千晶 
 金  倫廷   久保 亮一  黄  雅雯  
 厚東 偉介  小林 俊治  潜道 文子 
 中内 基博   野村千佳子  花岡 幹明    
 咸  惠善  日野 健太  古田 成志 
 万   涛  山口 善昭   

○  鄭  雅方  鳥田 友起  吉澤 昭人 
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2019-12 

テーマ 

社会経済システムの局所化に関する経済学理論とその応用 
Theoretical and Empirical Research on Polarization of 
Socio-Economic Systems 

☆ 

※高瀬 浩一  片岡 孝夫  片山  東 
△久保 克行  藤原 洋二  横山 将義 
 佐々木宏夫  豊泉  洋  伊藤 秀史 
 大門  毅  朴  相俊 △市田 敏啓 
 加納 和子  毛利 裕昭  笠島 洋一 
 鈴木 彩子  菊地 雄太  清水 弘幸 
 谷口みゆき     

◎ 

 赤星  立 △井口  衡  伊藤さゆり 
 木口 武博  葛目 知秀   齋藤 卓爾 
 嶋村 紘輝  杉野  誠   高橋  達 
 橘  洋介 △張   艶  友原 章典 
 成川 康男   山口 圭子   横溝えりか 

○  野尻  純  平木 良子   

2019-13 

テーマ 

生産性の選択をめぐる労使関係と経済史 
The Choice of Production Organizations: Industrial Relations and 
Economic History 

☆ 
※花井 俊介   池尾 愛子   小倉 一哉 
 矢後 和彦     

◎ 
 井上 雄介  高橋 弘幸  安元  稔 
 柳沢  遊     

○  小杉 亮介       
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２）２０１９年度設置研究分科会 研究報告 

（研究期間：2019 年 4 月 1 日～2020 年 3 月 31 日） 

 

整理番号 2019-01 

研究課題 広告とマーケティングにおける価値創造への多面的アプローチ 

（１）論文・著書 

研究所員名 

業績種別 

（論文・単

著・共著・研

究ノート等） 

発表論文名・著書名 等 

☆恩藏直人 

共・論文 
Effects of Consumers’Construal Levels on Post-Impulse Purchase Emotions 

Onzo et al., Marketing Intelligence and Planning, 2019,11  

招待論文 働き方改革におけるテレワークの可能性 『学校運営』2020 年 2 月号 

☆守口 剛 

論文・共著 
西井真祐子・守口剛(2019)，背景色が商品と触覚評価と選好に及ぼす影響: 商品の擬人化性に着目

して，JSMD レビュー，3(1)，1-10．   

論文・共著 

河股久司・河塚悠・白井康之・里村卓也・守口剛(2020)，ユーザーの特徴からみたブランドらしさ

の測定：再帰的計算法による大学ブランド・イメージの比較，行動計量学，47(1)，2020 年 3 月刊

行予定． 

論文・共著 

Ai Ikeda, Masao Ueda and Takeshi Moriguchi(2019), Criteria for Choosing Between a Cash or 

Credit Card Payment, Estimated by a Threshold Random Effects Model, Proceedings of the 20th 

Asia Pacific Industrial Engineering and Management Systems. 

☆守口 剛 著書・共著 
守口剛・MCEI 東京支部「プロフェッショナルマーケター」出版委員会 編著，プロフェッショナル・

マーケター，ダイヤモンド社，2019 年 12 月． 

☆フランク・

ビョーン 

共論文 
Y.F. Badir, B. Frank, M. Bogers (2019): “Employee-Level Open Innovation in Emerging Markets: Linking Internal, External, and 
Managerial Resources”, Journal of the Academy of Marketing Science, published online, print version forthcoming, DOI 
10.1007/s11747-019-00674-6 (査読有). 

共著 
B. Herbas-Torrico, B. Frank, C. Arandia-Tavera (2020): “Corporate Social Responsibility in Bolivia: Context, Policy, 
and Reality”, in S.O. Idowu & M.T. Idowu (Eds.), Current Global Practices of Corporate Social Responsibility, 
forthcoming (査読有). 

☆峯尾 圭 

論文 

（共著） 

Mineo, Kei (2019)“ The Effects of a Third-party Certification Seal in Advertising: The Role 
of Need for Cognition” Advances in Advertising Research X. Springer Gabler, Wiesbaden, 
147-159. 

論文 

（共著） 

Taketani, Keigo and Kei Mineo (2020)“Can Market Mavens be Negative Word of Mouth Senders? 

The Moderating Role of Assumed-competence and Gender” Advances in Advertising Research 
Series (Vol. XI), Springer Gabler, Wiesbaden (in press) 

◎石崎 徹 

編著 
石崎徹編著（2019）『わかりやすいマーケティング・コミュニケーションと広告 第 2版』八千代出

版、全 18 章。5つの章と用語解説担当。 

研究ノート

（共著） 

田口冬樹、金成洙、石崎徹、橋田洋一郎（2019）「中国における BtoC 電子取引の研究-オンラインと

オフライン事業の展開-」『専修マネジメント・ジャーナル』Vol.9 No.2、専修大学経営研究所、9-22。 

石崎徹、6「中国における OOH 広告」18-21。 

◎石田大典 共著 
「マーケティングにおける環境分析」『ベーシック・マーケティング 第二版』恩藏直人、三浦俊

彦、芳賀康浩、坂下玄哲編著、同文館出版、2019 年、41-57 ページ 

◎大平 進 論文 
大平進（2019）「ネットワーク視点による売り手と買い手の関係性研究の潮流と課題」,『千葉商大

論叢』, 57 巻 2 号, 千葉商科大学国府台学会． 

◎田部渓哉 論文 
田部渓哉(2019), インターネット利用の現状とネイティブ広告の認識に関する考察, 城西大学大学

院経営学研究科紀要, 14&15, 127-143 
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◎朴 正洙 編著 『実践ダイレクト・マーケティング講義』(2019)千倉書房、228 頁 (5 つの章) 

◎広瀬盛一 論文 
Rašković, M., Ding, Z., Hirose, M., Žabkar, V., & Fam, K. S. (2020). Segmenting young-adult 

consumers in East Asia and Central and Eastern Europe–The role of consumer 

（２）学会発表 

研究所員名 業績種別 発表タイトル・発表者名 等 

☆恩藏直人 学会発表 
An Abstract Interacting and Learning through Cross-Functional Product Development Team, Onzo 

et al.,2019 Academy of Marketing Science, 2019,5,31 

☆恩蔵直人 学会発表 
Does the Experience of Softness Make Customers Indecisive? Onzo et al., American Marketing 

Association, 2019,8,9 

☆恩蔵直人 学会発表 
職務空間における BGM が社員間コミュニケーションに及ぼす影響-社会的距離を考慮した検討-, 

恩蔵他, 日本商業学会全国研究報告会, 2019,12,8 

☆嶋村和恵 学会発表 
日本の広告教育はどこから来て何を目指すのか 

日本広告学会第 50 回全国大会・千葉商科大学 2019 年 11 月 16 日 

☆守口 剛 学会発表 

Takeshi Moriguchi, Mayuko Nishii, Tatsuki Inoue, Shohei Iwasaki, Shu Masamori, and Aoi 

Yoshida(2019),  Negative Impact of Music Listening Through Earphones While Shopping on 

Purchase Outcomes, 2019 INFORMS Marketing Science Conference, Rome, Italy. 

 

Mayuko Nishii and Takeshi Moriguchi(2019), Effects of the Direction of a Product's Cast-shadow 

on Product Preference and Processing Fluency, 2019 INFORMS Marketing Science Conference, 

Rome, Italy. 

 

Siliang Tong1, Xueming Luo1, Takeshi Moriguchi, and Debashish Ghose1(2019), When App-rooming 

Promotions Backfire: A Field Experiment on Multichannel Shopping, 2019 INFORMS Marketing 

Science Conference, Rome, Italy.   

 

河股久司・守口剛・阿部周造(2019)，製品の形状と配置が製品選好に及ぼす影響，日本マーケティ

ング・サイエンス学会第 106 回研究大会，2019 年 12 月，電通本社,東京． 

 

☆フランク・

ビョーン 
学会発表 

B. Frank (2019): “Innovation in Dynamic Markets: Building Adaptive Marketing Capability 

through Manufacturing Cooperation”, 2019 SMS Special Conference, June 13-15, Frankfurt (査

読有). 

Y. Hu, B. Frank (2019): “Green Purchasing Mechanisms: Pollution, Salience, and Values”, 

ANZMAC 2019 Conference, December 2-4, Wellington (査読有). 

A. Grupp, B. Frank (2019): “Incentivizing Organizational Green Purchasing: Differences by 

Culture”, ANZMAC 2019 Conference, December 2-4, Wellington (査読有). 

B. Frank, Z. Lu, Y. Hu (2019): “Enhancing Brand Loyalty through Recycling Program Strategy”, 

ANZMAC 2019 Conference, December 2-4, Wellington (査読有). 

B. Frank, S.J. Schvaneveldt, B. Herbas Torrico (2019): “AI Purchase Motivations: 

International and Technological Differences”, ANZMAC 2019 Conference, December 2-4, 

Wellington (査読有). 

グルップ・アウグスト、フランク・ビョーン (2019): “環境マーケテイングの利益性に関する国

際比較”, 「日本商業学会関東部会分科会研究会」，4月 20，東京 (査読無). 

胡 穎飛、フランク・ビョーン (2019): “環境汚染はグリーン購入行動に影響を及ぼすか？”, 

「日本商業学会第 69 回全国研究大会」，5月 24 日～5 月 26 日，京都，12-15 (査読無). 

フランク・ビョーン (2019): “人工知能製品の購入動機に関する研究”, 「日本商業学会第 69 回

全国研究大会」，5月 24 日～5月 26 日，京都，233-235 (査読無). 

☆峯尾 圭 学会発表 

Taketani, Keigo and Kei Mineo (2019.6.18)“ Do Market Mavens Engage More in Negative WOM? 
The Moderating Role of Assumed-Competence” The 18th International Conference on Research 
in Advertising 2019 at IMC University of Applied Sciences Krems in Austria, European 

Advertising Academy 

Liu, Yuting, Morikazu Hirose and Kei Mineo (2019.6.18)“ Is Subtitling Video Advertisements 
Always Effective and Useful Enough for Desired Communication? The Moderation Role of Consumer 

Advertising Skepticism” The 18th International Conference on Research in Advertising 2019 
at IMC University of Applied Sciences Krems in Austria, European Advertising Academy 

◎石崎 徹 学会発表 シンポジウム パネリスト「広告研究はどこに向かうのか？-広告教育、広告実務との相互関係-」 
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◎石田大典 学会発表 

Im, Subin, Daisuke Ishida, Charles Noble, and Naoto Onzo (2019), Interacting and Learning 

Through Cross-Functional Product Development Teams: Driving New Product Creativity, Design 

Value, and Product Advantage, Academy of Marketing Science Annual Conference.  

◎田部渓哉 学会発表 
田部渓哉(2019),ネイティブ広告の印象が広告効果に及ぼす影響,日本広告学会第 50 回全国大会, 

千葉商科大学 

◎芳賀康浩 学会発表 

横山暁・山下勝・芳賀康浩・中邨良樹 (2019). 大学におけるスポーツに関する観戦者調査 

(Spectator survey of sports in university) [要旨]. 日本計算機統計学会第 33 回大会講演論文

集, pp. 59-60. (2019 年 6 月 1日，東北大学) 

横山暁・山下勝・芳賀康浩・中邨良樹・花内誠 (2019). 大学スポーツの観戦者調査―新入生を対

象とした調査報告― (Spectator survey for university sports: Report on the results for new 

students) [要旨]. 日本計算機統計学会第 33回シンポジウム. (2019 年 11月 30日，青山学院大学) 

◎広瀬盛一 学会発表 

Yuting Liu, Morikazu Hirose and Kei Mineo (2019) “Is Subtitling Video Advertisements Always 

Effective and Useful Enough for Desired Communication?: The Moderation Role of Consumer 

Advertising Skepticism.” ICORIA 2019. 

◎八ッ橋治郎 学会発表 

Okamoto T., Yatsuhashi J., and Mizutani N.: Japanese University Students’ Acceptance of 

Cross-border Electronic Commerce. In: Proceedings of the 6th Multidisciplinary International 

Social Networks Conference. (2019). 
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整理番号 2019-02 

研究課題 「一帯一路」構想における異文化摩擦に関する研究 

研究業績の概要・成果発表等 

本年度は研究成果を広く社会に還元するべく、講演会を積極的に開催した。春学期は「中国企業

の成長：イノベーティブからイノベーションへ」（アジア経済研究所副研究員・木村公一氏、5 月 9

日第 4 時限）、「中国におけるプラットフォームイノベーションと ICT 企業」（富士通総研上級研究員・

趙瑋琳氏、6 月 10 日第 2 時限）、「中国における環境問題と日本の貢献」（一般財団法人日本環境衛

生センター理事長・南川秀樹氏、6 月 13 日第 3 時限）を開催した。秋学期は「高齢化する中国の経

済と社会のゆくえ」（日本経済研究センター主任研究員・北原基彦氏、12 月 9 日第 4 時限）、「台湾

概況と日台経済関係」（台北駐日経済文化代表処経済部長・周立氏、12 月 19 日第 5 時限）を開催し、

本分科会の研究課題にも裨益すること大であった。 

（１）論文・著書 

研究所員名 

業績種別 

（論文・単

著・共著・

研究ノート

等） 

発表論文名・著書名 等 

小川 利康 

論文 
小川利康「周作人與小品文——對“亡國之音”的反駁」（早稲田大学商学同攻会『文化論集』5

号,p.39–54,2019 年 09 月） 

論文 
小川利康「探尋『夢之世界』──周作人接触文化人類学的契機」（早稲田大学商学同攻会『文化

論集 周作人国際シンポジウム特集号』55 号, p.365-377,2019 年 09 月） 

解題 
飯倉照平、小川利康「早稲田大学會津八一記念博物館所蔵『松枝茂夫旧蔵書簡』解題」（早稲田

大学商学同攻会『文化論集』55 号, p.223 – 231,2019 年 9 月） 

目録 
徳泉さち・小川利康「早稲田大学會津八一記念博物館所蔵『松枝茂夫旧蔵書簡』目録」（早稲田

大学商学同攻会『文化論集』55 号, p.233 – 243,2019 年 9 月） 

☆ｸﾗｳｽ ﾏﾇｴﾙ 

P 

論文 

Manuel Kraus: Quantitative und qualitative Fehleranalyse Japanischer Deutschlerner (JDL) 

bei Aufsatzübungen in deutscher Sprache mit Schwerpunkt auf dem Artikelgebrauch（早稲

田大学商学同攻会『文化論集』56 号,p.55–79,2019 年 09 月) 

論文 
Manuel Kraus: Qualverwandtschaften - Zwischen Wahn und Sinn an der Klippe des Ichs im Denken 

von Gerhard Roth（早稲田大学商学同攻会『文化論集』56 号,p.81–114,2019 年 09 月) 

論文 

Manuel Kraus: Erzähltes Erinnern als Lust am Text – Felix Hubys Lehrjahre (2016) als 

subjektive Geschichtsschreibung des Nachkriegsdeutschlands – （早稲田大学商学同攻会『文

化論集』57 号,2019 年 03 月, 刊行中) 

☆原口 厚 

資料 
原口厚「ドイツ語読解の戦略と戦術 (6)―統合演習 転移編（食糧問題）―」（早稲田商学同攻会

『文化論集』56 号, pp.115–257,2019 年 9 月) 

資料 
原口厚「ドイツ語読解の戦略と戦術 (7) 大学における高等普通教育と外国語教育の意義と機能」（早稲田商

学同攻会『文化論集』56 号, pp.259–289,2019 年 9 月) 

☆李 洪茂 単著 李洪茂(2019)、リスク・マネジメント論、成文堂、全 15章 

☆中村みどり 

論文 
中村みどり「全３章 洪深のアメリカ留学体験――自伝における人種差別・恋愛、そして演じる

こと」(熊谷謙介編著『男性性を可視化する〈男らしさ〉の表象分析』青弓社,2020 年, p.93-127) 

論文 
中村みどり「日本表象和民族意識：民国時期的暢銷小説《留東外史》評述」 

（『珠海潮』2019 年第 3期、2020 年 3 月） 
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解説 
中村みどり「戦時における日中研究者のつながり――松枝茂夫宛陶晶孫関連書簡二通について」

（早稲田大学商学同攻会『文化論集』55 号, 2019 年 9 月, p.245-258） 

書評 

中村みどり「書評 高田幸男編著『戦前期アジア留学生と明治大学』（東方書店,2019 年）第４章

「胡風の日本留学体験」」（明治大学史資料センター『大学史紀要』第 26 号、2020 年 3 月,p.27

‐29) 

書評 
中村みどり「書評 範麗雅著『中国芸術というユートピア――ロンドン国際展からアメリカの林

語堂へ』（名古屋大学出版会,2018 年）」（『中国研究月報』2020 年 3 月，p.27‐29) 

◎井上葉子 

論文 
「ビジネス・エコシステムの理論的考察～概念と構造～」『商学集志』第 89巻第 2号、2019、
P29-44。 

論文 
「マルチプラットフォーム企業のビジネス・エコシステムーアリババグループの経営とグロー

バル化を中心に」『商学集志』第 88 巻第 4 号、2019、P49-68。 

◎今井利絵 

論文 
今井利絵（2019）, 小売技術の国際移転プロセス―華東に進出した日系ドラッグストアにおける

埋め込みの影響―, 国際ビジネス研究第 11 巻第１号,1-64 

共著 
佐々木保幸・鳥羽達郎編（2019）,欧米小売企業の革新性と国際展開,中央経済社,全 14 章, 今井

利絵（2019）,第 12 章 へネス&マウリッツ：調達の国際化とグローバル競争優位の構築,233-248 

◎川邉信雄 
共著 

翻訳 

ロバート・フィッツジェラルド (著),川邉信雄,小林啓志,竹之内玲子,竹内竜介（翻訳）（2019）

『多国籍企業の世界史』早稲田大学出版部 

◎竹之内玲子 

論文 
竹之内玲子（2020）「新興国のオープン・イノベーション」『社会イノベーション研究』Vol.15, 

No.1, p.35-46. 

共著 

翻訳 

ロバート・フィッツジェラルド (著),川邉信雄,小林啓志,竹之内玲子,竹内竜介（翻訳）（2019）

『多国籍企業の世界史』早稲田大学出版部 

◎張 艶 論文・単著 
「米中貿易摩擦と中国経済」張艶 『研究所年報』第 22 号、pp.79-87、 

2019 年 10 月 明治学院大学国際学部付属研究所 

（２）学会発表 

研究所員名 業績種別 発表タイトル・発表者名 等 

小川 利康 

会議論文 
小川利康「剖析《人的文学》的思想骨骼——蔼理斯与新村主義的影响」（『百年回顧：文化与文学国

際学術研討会論文集』（人民大学）, p.104-117,2019 年 07 月） 

会議論文 
小川利康「周作人与大杉栄──甘粕事件前後為中心」（『魯迅与五四新文化——紀念五四運動一百周

年国際学術研討会論文集』（湖南大学）,p.356 – 378, 2019 年 09 月） 

☆ｸﾗｳｽ ﾏﾇｴﾙ 

P 
学会発表 

Manuel Kraus: Quantitative und qualitative Fehleranalyse japanischer Deutschlerner (JDL) 

bei Aufsatzübungen in deutscher Sprache mit Schwerpunkt auf dem Artikelgebrauch (アジ

アゲルマ二スト会議（札幌） (日本独文学会・DAAD・Goethe Institut)2019 年 08 月) 

☆矢内義顯 学会発表 
矢内義顯「アンセルムスの直しさ（rectitudo）」日本宗教学会，2019 年 9 月 14 日，帝京科学大

学 

☆國府久郎 学会発表 
國府久郎、「フランス地方大都市における都市公共交通の整備と都市化（1870 年代～1930 年代）

―郊外住民への社会的影響―」、南欧研究会、2020 年 1 月 11 日、於帝京大学 

☆中村みどり 

学会発表 
中村みどり「書評 高田幸男編著『戦前期アジア留学生と明治大学』（東方書店,2019 年）」（シン

ポジウム「アジア留学生史研究の成果と課題」明治大学, 2019 年 9 月） 

学会発表 
中村みどり「恋愛・都市・科学・戦争――陶晶孫の文学作品における少女表象」（中国空想メデ

ィア研究会,首都大学東京，2020 年 3 月） 

◎今井利絵 学会発表 小売技術の国際移転プロセス・今井利絵 

◎川邉信雄 学会発表 
「コンビニ FC システムをめぐる本部と加盟店の軋轢―FC システムに内在する問題点の史的研究

―」経営史学会第５５回全国大会（慶應義塾大学）、２０１９年１０月２７日 
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◎竹之内玲子 学会発表 
竹之内玲子（2019）「新興国企業のオープン・イノベーションと開発活動」日本経営システム学

会 2019 年度全国大会,神戸学院大学 

◎張 艶 学会発表 

「An Empirical Study on the Relationship between Chinese and International Stock Markets」

張艶 2019 Korean Economic Review International Conference, Korean Economic Association, 

Seoul, South Korea  2019 年 8 月 8日 
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整理番号 2019-03 

研究課題  技術革新が保険産業・保険制度に与える影響と課題 

研究業績の概要・成果発表等 

 研究は、それぞれにおいて進め、研究の成果を図書や論文、学会、その他の研究会において報告した。 

（１）論文・著書 

研究所員名 

業績種別 

（論文・単

著・共著・研

究ノート等） 

発表論文名・著書名 等 

※中出 哲 
論文 

共著 

「再保険契約のグローバルな準則――再保険契約原則(PRICL)の策定について」損害保険研究、ページ

約 50 頁、2020 年 5 月（決定） 

判例研究 
「自賠法 16 条 1項の直接請求権と労災保険者による代位請求権の優劣および遅延損害金の起算日」判

例秘書ジャーナル、pp.1－7、2019 年 11 月、 

☆田口尚志 

論文 

招聘論文 

「現行のインコタームズを巡る諸問題に関する一考察」『国際商取引学会年報第 21 号』2019 年 9 月，

187－200 ページ 

研究書 

共同翻訳 

『インコタームズ 2020 英和対訳版』国際商業会議所日本委員会，2019 年 11 月（原著 Incoterms 2020

（全 193 ページ）（243 ページ） 全 11 章相当（章形式でなく、ルール毎の形式で 11 章に相当する） 

☆李 洪茂 単著 『リスク・マネジメント論』、成文堂、2019 年、全 15 章 

（２）学会発表 

研究所員名 業績種別 発表タイトル・発表者名 等 

☆田口尚志  「EXW 条件に関する一考察」（日本貿易学会第 59 回全国大会，松山大学，2019 年 5 月 25 日） 
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整理番号 2019-04 

研究課題 会社法改正と上場会社のコーポレート・ガバナンスの見直し 

研究業績の概要・成果発表等 

 当分科会の研究課題との関係では、2019 年 10 月に臨時国会で会社法改正が実現したことに加え、上場

会社に関しディスクロージャー制度の改正等が日本国内で行われたほか、日本で比較的顕著に見られると

される親会社と子会社の同時上場に関連して上場子会社におけるコーポレート・ガバナンスの在り方や、

MBOにおける買収者たる経営者と一般株主間の構造的利益相反の問題に対する法的規律の在り方が問われ

たことは記憶に新しい。また、株主総会における株主の議決権行使についても、アメリカ・イギリス等の

取組みを参考に、日本でも、株主が株主総会当日に遠隔地からタブレット端末やスマートフォン等を利用

し議決権を行使するハイブリッド・バーチャル株主総会の実現に向けた検討が行われ、実際にその導入企

業も登場している。加えて、会社法・金融商品取引法に関する重要裁判例も多数公表され、裁判例のフォ

ローのみならずその分析も重要な研究課題である。 

 当研究部会は、こうした問題意識のもと、後掲の業績にある通り、各メンバーがそれぞれ論文および専

門書の執筆を行った。 

また、分科会のメンバーの全員が加入する東京商事法研究会（事務局・中村信男（当分科会主任者））、

商法研究会（事務局・鳥山恭一早稲田大学法学学術院教授）での定例研究会に参加し、中村、川島（兼任

研究所員）がそれぞれ報告を行った。和田（兼任研究所員）は、韓国企業法学会主催の 2019 年度国際法

学カンファレンス「アジア諸国における会社立法のトレンドとそこから得られる示唆」（延世大学校，ソ

ウル，韓国）に報告者として参加し、日本法制に関するプレゼンテーションとパネルディスカッションへ

の参加を行った。李（招聘研究員）は、早稲田大学産業経営研究所および同比較法研究所の招聘研究員と

して、東京商事法研究会 2019 年度年次大会として早稲田大学においてて行った韓国経営法律学会との国

際共同シンポジウム「日本・韓国・中国における会社支配権の維持・変動をめぐる法的課題と理論的展望」

（2019 年 7 月 6 日、早稲田大学産業経営研究所・比較法研究所共催）において、「日本会社法における Dual 

Class Stock の利用と課題」と題する基調報告を行った。中村は、このシンポジウムにおいて総合司会を

務めた。 

（１）論文・著書 

研究所員

名 

業績種別 

（論文・

単著・共

著・研究

ノート

等） 

発表論文名・著書名 等 

※中村信

男 

論文 
中村信男（2019），取締役の間接取引と会社に対する責任および免責の可否，MJS 税経システム研究所，Monthly 

Report, No.129, 9-15 頁 

論文 
中村信男（2019），大規模公開会社のコーポレート・ガバナンス，MJS 税経システム研究所，Monthly Report, 

No.125, 23-32 頁 

論文 
中村信男（2020），政策保有株式，稲葉威雄・酒巻俊雄編集代表『会社法務質疑応答集』4953-4963 頁（第一法

規） 

論文 
中村信男（2020），責任追及の訴え提起についての善管注意義務，稲葉威雄・酒巻俊雄編集代表『会社法務質疑

応答集』2825-2833 頁（第一法規） 

論文 

中村信男（2020），上場子会社のガバナンスの在り方と親子上場問題，MJS 税経システム研究所、商事法研究リ

ポート，1-10 頁 

https://tvs.mjs.co.jp/working/commercial/businesslaw/detail/article/-727d8dd49d.html 

共編著 
酒巻俊雄・尾崎安央・川島いづみ・中村信男編（2019）,会社法重要判例［第 3版］，成文堂、総頁 189 頁，担

当頁：78、95-97、118-120、126、162 頁 
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監修 
中村信男監修／畠山和也著，17 スタートアップ―創業者のことがから読み解く起業成功の秘訣―（2019），早稲

田大学出版部 

☆和田宗

久 

論文 
和田宗久（2019），不法行為制度の意義と機能−損害の塡補から抑止機能の重視へ向けた再検討，MJS 税経シス

テム研究所 Monthly Report123 号，23-27 頁 

論文 

和田宗久（2019），女性取締役の任用義務づけに関する各国の動向，MJS 税経システム研究所，商事法研究リポ

ート，1-9 頁 

https://tvs.mjs.co.jp/working/commercial/businesslaw/detail/article/-727d8dd49d.html 

論文 
和田宗久（2019），企業による記述情報（非財務情報）開示の意義 2019 年企業内容開示府令の改正を契機と

して，MJS 税経システム研究所 Monthly Report，No.127，12-17 頁 

論文 和田宗久（2019），有価証券報告書の虚偽記載と取締役の善管注意義務，金融・商事判例 1578 号，2-7 頁 

論文 
Munehisa Wada (2019), Recent Reforms in Japanese Company Law & Financial Instruments and Exchange Act, 

Korea Business Law Association, Business Law Review, 33, 4, pp.97-12 

論文 
和田宗久（2020），リクルートキャリア事件の法的分析−個人情報保護の観点を中心にして，MJS 税経システム

研究所 Monthly Report132 号，16-21 

共著 和田宗久（2019），2018 判例回顧と展望 商法，法律時報 91 巻 7号，107-144 頁 

共著 
酒巻俊雄・尾崎安央・川島いづみ・中村信男編（2019），会社法重要判例［第３版］，成文堂，総頁数 191，担

当頁：11, 98, 101-102, 111-113, 121 頁 

共著 河内隆史編集代表（2019），金融商品取引法の理論・実務・判例，勁草書房，総頁数 613 頁，担当頁 357-371 頁 

☆川島い

づみ 

論文 川島いづみ（2019），有利発行に続く少数派株主の締出しと取締役の責任，金融・商事判例 1575 号，2－7頁 

論文 
川島いづみ（2019），英国のコーポレートガバナンス・コードによる規制とわが国への示唆，月刊監査役 698 号

4－15 頁 

論文 
川島いづみ（2019），取締役の報酬規制の行方－イギリスにおける取締役の報酬規制と開示の改革－，ディスク

ロージャー & IR, vol.9, 105－111 頁 

論文 
川島いづみ（2019），イギリスにおける大学のガバナンスとコードによる規制、大曽根寛ほか編『福祉社会への

アプローチ［上巻］』481－511 頁（成文堂） 

論文 

川島いづみ（2019），株主間の対立解消と解散判決請求，MJS 税経システム研究所，商事法研究リポート，1-8

頁 

https://tvs.mjs.co.jp/working/commercial/businesslaw/detail/article/-727d8dd49d.html 

論文 
川島いづみ（2019），取締役の報酬規制の展望，MJS 税経システム研究所，商事法研究リポート，1-10 頁 

https://tvs.mjs.co.jp/working/commercial/businesslaw/detail/article/-727d8dd49d.html 

論文 
川島いづみ（2020），株主総会における議決権行使をめぐる問題，MJS 税経システム研究所 Monthly Report，

No.133，7-10 頁 

共著 
河内隆史編集代表（2019），金融商品取引法の理論・実務・判例、勁草書房，総頁数 613 頁，担当頁：303-313

頁 

共著 
大塚英明・川島いづみ・中東正文・石川真衣（2019），商法総則・商行為法（第 3 版），有斐閣，総頁数 386 頁，

担当頁 55-74, 118-139, 146-159, 275-295 頁 

共編著 
酒巻俊雄・尾崎安央・川島いづみ・中村信男編（2019），会社法重要判例［第 3版］，成文堂，総頁数 189 頁，

担当頁 1－3、129－130 頁 

◎李 艶

紅 
共著 

酒巻俊雄・尾崎安央・川島いづみ・中村信男編，会社法重要判例［第 3版］，成文堂，総頁数 189 頁，担当頁：

89 頁 

（２）学会発表 
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研究所員

名 
業績種別 発表タイトル・発表者名 等 

※中村信

男 

学会発

表 

中村信男（2019）、一人株主に大きな影響をもつ取締役への招集通知を欠いた取締役会決議の効力、商法研究会、

早稲田大学 

☆和田宗

久 

学会発

表 

和田宗久（2020），Recent Reforms in Japanese Corporate Law & Financial Instruments and Exchange Act，

韓国企業法学会 2019 年国際カンファレンス− アジア諸国における会社立法のトレンドとそこから得られる示

唆，延世大学校，ソウル，韓国 

☆川島い

づみ 

学会発

表 

川島いづみ（2019）、有利発行が原告を会社から排除するために行われた不法行為にあたるとされた事例、商法

研究会、早稲田大学 

◎李 艶

紅 

学会発

表 

李艶紅(2019), 日本会社法における Dual Class Stock の利用と課題、東京商事法研究会・韓国経営法律学会共

同シンポジウム「日本・韓国・中国における会社支配権の維持・変動をめぐる法的課題と理論的展望」（早稲田

大学産業経営研究所・比較法研究所共催）,早稲田大学 

 

15



 

整理番号 2019-05 

研究課題 ウエルディッド絡み目の局所変形とバーンサイド群の研究 

研究業績の概要・成果発表等 

バーンサイド群の研究に関する論文を A ランクジャーナルから出版した．  

（１）論文・著書 

研究所員名 

業績種別 

（論文・単

著・共著・研

究ノート等） 

発表論文名・著書名 等 

☆安原 晃 論文・共著 
H.A.Miyazawa, K.Wada and A.Yasuhara, Burnside groups and n-moves for links, Proceedings of the 

American Mathematical Society, (2019) 147, p.3595 - 3602 

☆辻内宣博 論文 
辻内宣博（2019），神の自由意志の絶対性――オッカムのウィリアムにおける原罪論から――，中世思

想研究，61，125-134 

（２）学会発表 

研究所員名 業績種別 発表タイトル・発表者名 等 

☆安原 晃 発表 
安原晃(2020.2), 境界付き曲面絡み目のミルナー不変量と基本群彩色,  

2019 年度琉球結び目セミナー, 那覇市ぶんかテンブス館 

☆辻内宣博 学会発表 
辻内宣博（2019），ドゥンス・スコトゥスにおける自然神学と形而上学，第 78 回日本宗教学会，帝京

科学大学 
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整理番号 2019-06 

研究課題 日本・世界のコーポレートガバナンスと金融・労働市場 

研究業績の概要・成果発表等 

本年度は、高等研究所と協力して、ファイナンスや組織の経済学と関連するセミナーを計 19 回開催した。

各セミナーとも内外の最先端の研究を報告するもので、参加メンバーの研究に大きく貢献した。 

また、研究会の前後に懇親会を行うことで、研究ネットワークの維持、拡大に寄与した。 

（１）論文・著書 

研究所員名 

業績種別 

（論文・単

著・共著・

研究ノート

等） 

発表論文名・著書名 等 

※広田真一 論文 
Hirota, S., Suzuki-Loffelholz, K., Udagawa, D. (2020), Does owners’ purchase price affect rent 

offered? Experimental evidence, Journal of Behavioral and Experimental Finance 25, forthcoming. 

☆宮島英昭 共著 

橋本寿朗、長谷川信、宮島英昭、齊藤直編（2019） 「現代日本経済 第 4 版」 有斐閣アルマ 全

29 章 

第 1章 「戦後改革 日本型企業システムの発生」 pp.16-32 

第 5 章 「メインバンク・システム その形成プロセスと役割」 pp.86-98 

第 6 章 「安定株主化 その進展と経営の自立性の上昇」 pp.99-109 

第 8 章 「「民族大移動」と大量消費社会の出現 「豊か」で「平等な」社会へ」pp.115-129 （長谷

川信との共著） 

第 10 章 「概説 安定成長への転換」 pp.142-175 （長谷川信との共著） 

第 11 章 「赤字国債 石油危機と行財政改革」 pp.176-184 

第 15 章 「概説 バブル経済とその崩壊」 pp.226-249 （長谷川信との共著） 

第 16 章 「債権大国日本 世界一の純債権国に」 pp.250-263 

第 17 章 「金融自由化と金融ビッグバン 銀行型金融システムから市場型金融システムへ」 

pp.264-273 

第 20 章 「概説 長期停滞下の経済循環」 pp.302-329 （長谷川信との共著） 

第 22 章 「東アジア経済の成長 アジア間ネットワークの深化」 pp.343-358  

（齊藤直との共著） 

第 25 章 「企業制度改革と企業組織 事業ポートフォリオの変化と企業組織の多様化」 pp.399-413 

（齊藤直との共著） 

第 27 章 「日本型企業システムの転換点 多様化とハイブリッド化」 pp.428-459 

終章 「アベノミクスの展開 山積する経済課題と企業システムの進化」pp.461-487 

☆宮島英昭 
論文 

「アベノミクス下の企業統治改革：二つのコードは何をもたらしたのか」 RIETI ポリシー・ディスカ

ッション・ペーパー 19-P-026 pp.1-46 2019 年 （齋藤卓爾との共著） 

“Does Regulation Matter?: Effects of Corporate Governance Reforms on Relational Shareholdings 

in Japan”, RIETI Discussion Paper 20-E-003, pp. 1-42, 2020 (withi Johan Jidinger) 

“Does Regulation Matter? Effects of Corporate Governance Reforms on Relational Shareholdings 

in Japan”, Waseda, Corporate Governance Research Working Paper Series, WCG WP 2019-002, pp.1-48, 

Waseda Institute for Advanced Studies, 2019 (with Johan Jidinger) 

“Corporate Governance Reforms under the Abenomics : the Economic Consequences of Two Codes”, 

Waseda, Corporate Governance Research Working Paper Series, WCG WP 2019-001, pp.1-50, Waseda 

Institute for Advanced Studies, 2019 (with Takuji Saito) 

「アベノミクス下の企業統治改革 ―2つのコードは何をもたらしたのか（第 2回 スチュワードシッ

プ・コードは何をもたらしたか）」 旬刊商事法務 社団法人商事法務研究会 No.2226 pp.20-30 2020

年 3 月 25 日（齋藤卓爾との共著） 

「アベノミクス下の企業統治改革 ―2つのコードは何をもたらしたのか（第 1回 企業統治改革の進

展とその論理構造）」 旬刊商事法務 社団法人商事法務研究会 No.2224 pp.12-23 2020 年 （齋

藤卓爾との共著） 

「グローバル企業のグループガバナンス －企業価値の向上に向けて－」 旬刊商事法務 社団法人商

事法務研究会 No.2211 pp.6-29 2019 年 

評論 「物言う株主と企業（上）」 日本経済新聞（経済教室） 2020 年 1 月 21 日 （鈴木一功氏との共著） 

☆久保克行 論文 

K Kubo, HV Phan (2019) "State ownership, sovereign wealth fund and their effects on firm 

performance: Empirical evidence from Vietnam" Pacific-Basin Finance Journal, 58 

久保克行 (2020) 取締役会の構成と企業の業績・行動（vol.12）Disclosure&IR 誌 2020 年 2 月号 

久保克行(2019)ソフトバンクグループからみる親子上場 企業会計、2019 年 12 月号 

久保克行 内ヶ﨑茂 鈴木啓介 山内浩嗣 瀬古進 (2019) 英国企業の取締役会およびトップマネジ

メントチームにおける多様性戦略〔上〕－日本企業のコーポレートガバナンス改革への示唆－ 

旬刊 商事法務 No.2209 (9 月 15 日号) 

久保克行 内ヶ﨑茂 鈴木啓介 山内浩嗣 瀬古進 (2019) 英国企業の取締役会およびトップマネジ
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メントチームにおける多様性戦略〔下〕－日本企業のコーポレートガバナンス改革への示唆－ 

旬刊 商事法務 No.2211 (10 月 5･15 日合併号) 

☆尾崎祐介 論文 

Asano, T. and Osaki, Y. (2020). Portfolio allocation problems between risky and ambiguous assets, 

Annals of Operations Research 284, 63-79 

Fujii, Y. and Osaki, Y. (2019). The willingness to pay for health improvements under comorbidity 

ambiguity, Journal of Health Economics 66, 91-100 

☆鈴木一功 
論文 

鈴木一功(2019)「M&A の企業価値評価をめぐる最近の論点 ―アルプス電気とアルパインの経営統合を

題材に―」証券アナリストジャーナル, 57(5), 44-50 

鈴木一功(2019)「M&A の企業価値評価実務における株主資本コストの推定」企業会計, 71(8), 30-35 

評論 「物言う株主と企業（上）」 日本経済新聞（経済教室） 2020 年 1 月 21 日 （宮島英昭氏との共著） 

☆宇野 淳 共著 

Cover Risk Jun Uno, Reiko Tobe  Institute for Business and Finance  Working Paper Series 

WBF-19-002 pp.1-33 2019 

中央銀行の国債保有と金利期間構造 宇野淳、戸辺玲子 金融研究 第 38 巻 第 4 号 pp.85-118 

2019 年 

☆大村敬一 

論文・共著 

吉田晃宗・大村敬一「暗号資産とファイナンス―ICO によるプライベートマネー発行イノベーション」

『早稲田国際経営研究』NO.51 2019 年 

鶴澤真・大村敬一「スタートアップ企業の新たなファイナンス手法―企業価値評価や情報生産をしない

ファイナンス」『早稲田国際経営研究』No.51 2019 年 

書籍・共著 

大村敬一・俊野雅司・楠美将彦『オプション―理論・制度・応用』金融財政事情研究会 2020 年 3 月 

全 12 章 

全 12 章 共著 

☆五島圭一 論文 

Goshima, K, and Kumano, Y. (2019), Monetary Policy Announcements and Algorithmic News Trading 

in the Foreign Exchange Market, Monetary and Economic Studies, 37, 71-98 

五島圭一、高橋大志、山田哲也（2019）、自然言語処理による景況感ニュース指数の構築とボラティリ

ティ予測への応用、金融研究、38(3)、1-41 

村上聡一朗、渡邉亮彦、宮澤彬、五島圭一、柳瀬利彦、高村大也、宮尾祐介（2020）、時系列株価デー

タからの市況コメントの自動生成、自然言語処理、forthcoming 

☆小倉義明 
共著 

Fu, J., and Y. Ogura, 2019, “Are Japanese Companies Less Risky and Less Profitable than US 

Companies? Evidence from a Matched Sample,” Japan and the World Economy 51: 100960. 

単著 第 4章 「金融—金融ビジネスの変貌」、P127-160、『人工知能と経済』山本勲編、勁草書房 

〇吉田賢一 論文 

Yoshida, K. (2019), The Impacts of Inter-Firm Transaction Structures on Corporate Social 

Responsibility Activity: An Empirical Analysis of Japanese Business-to-Business Firms, working 

paper, WCG WP 2019-005 

Yoshida, K. and Y., Iino (2019), CSR Activities and Japanese Corporate Groups: A Propensity Score 

Matching Analysis, working paper, WCG WP 2019-005 

（２）学会発表 

研究所員名 業績種別 発表タイトル・発表者名 等 

☆宮島英昭 学会発表 

「戦前日本における会社支配権市場：ターゲット企業の特徴と事後パフォーマンス」 経営史学会第

55 回全国大会 慶應義塾大学 2019 年 10 月 26 日 （川本真哉との共著） 

“Corporate Governance Reform as the third Arrows of Abnomics” 日本応用経済学会春季大会 南

山大学 2019 年 6 月 16 日 

“Time to Reconsider or Go ahead? : Corporate Governance Reforms in Japan under Abenomics”, 

International Workshop Japan’s Leadership in the Liberal International Order, Center for 

Japanese Research (UBC, SPPGA, IAR), University of British Columbia, Vancouver, January 25 2020 

“Quiet activism in Japan”, JSPS Core-to-Core Program: International Seminar on “Governance 

Reforms from Comparative Perspectives”, Waseda Institute for Advanced Study (WIAS), RIETI, 

November 5 2019 (with Marco Becht, Julian Franks, Kazunori Suzuki) 

“Consequence of Corporate Governance Reforms”, JSPS Core-to-Core Program: International 

Seminar on “Governance Reforms from Comparative Perspectives”, Waseda Institute for Advanced 

Study (WIAS), RIETI, November 5 2019 (with Takuji Saito) 

“Stock Repurchases and Corporate Control: Evidence from Japan”, JSPS Core-to-Core Program: 

International Seminar on “Governance Reforms from Comparative Perspectives”, Waseda Institute 

for Advanced Study (WIAS), RIETI, November 5 2019 (with Julian Franks, Colin Mayer, Ryo Ogawa) 

☆久保克行 学会発表 

Katsuyuki Kubo,Phan Huu Viet (2019)Political Connection, Behavior and Performance at Firm Level: 

An Empirical Research From a Transition Economy, presented at 32nd Australasian Finance and 

Banking Conference, 16 - 18 DECEMBER 2019 

Katsuyuki Kubo (2019)Employment adjustment, dividend cuts, and corporate governance, presented 

at the Society for the Advancement of Socio-Economics, 27-29, June, at New School 

Katsuyuki Kubo,Phan Huu Viet (2019)Political Connection, Behavior and Performance at Firm Level: 

An Empirical Research From a Transition Economy, presented at 1st NFA Fall conference, 日本

ファイナンス学会 

☆尾崎祐介 学会発表 

Stock sale induced by anxiety in the face of risk、第 27 回日本ファイナンス学会 2019 年 

Preference toward mixed sources –Theory and experimental evidence-、第 23 回実験社会科学カン

ファレンス 2019 年 明治学院大学 
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☆鈴木一功 学会発表 

“Quiet activism in Japan”, JSPS Core-to-Core Program: International Seminar on “Governance 

Reforms from Comparative Perspectives”, Waseda Institute for Advanced Study (WIAS), RIETI, 

November 5 2019 (with Marco Becht, Julian Franks, Hideaki Miyajima) 

☆宇野淳 学会発表 

Goshima, K., Tobe, R., and Uno, J. (2019)、 Trader Classication by Cluster Analysis: Interaction 

between HFTs and Other Traders、日本ファイナンス学会第 27 回大会、慶應義塾大学 

Goshima, K., Tobe, R., and Uno, J. (2019), Trader Classication by Cluster Analysis: Interaction 

between HFTs and Other Traders, The 31st Asian Finance Association Annual Conference, Ho Chi 

Minh City, Vietnam 

Goshima, K., Tobe, R., and Uno, J. (2019), Trader Classication by Cluster Analysis: Interaction 

between HFTs and Other Traders, European Financial Management Association 2019 Annual Meetings, 

Azores, Portugal 

☆蟻川靖浩 学会発表 

Yutaro Shiraishi, Naoshi Ikeda, Yasuhiro Arikawa, Kotaro Inoue, 2019, Institutional Investors, 

Stewardship Code, and Corporate Performance: International Evidence, The 31st Asian Finance 

Association Annual Meeting, Ho Chi Minh City, Vietnam 

Yutaro Shiraishi, Naoshi Ikeda, Yasuhiro Arikawa, Kotaro Inoue, 2019, Institutional Investors, 

Stewardship Code, and Corporate Performance: International Evidence, 日本ファイナンス学会第

27 回大会, 慶應義塾大学 

☆五島圭一 学会発表 

Goshima, K., Ishijima, H., and Shintani, M. (2019), News implied volatility and aggregate 

economic activity: Japanese evidence, The 3rd International Conference on Econometrics and 

Statistics, Taichung, Taiwan 

Sakurai, Y., and Goshima, K. (2019), Asset Allocation with Aversion to Blackbox-ness of Machine 

Learning, International Conference on Fintech & Financial Data Science, Dublin, Ireland 

Aoki, K., Miyazawa, M., Ishigaki, T., Aoki, t., Noji, H., Goshima, K., Kobayashi, I., Takamura, 

H., and Miyao., Y., (2019), Controlling Contents in Data-to-Document Generation with 

Human-Designed Topic Labels, The 12th International Conference on Natural Language Generation, 

Tokyo, Japan. 

新谷元嗣、五島圭一、石島博、山本弘樹（2019）、Forecasting Japanese ináation with a news-based 

leading indicator of economic activities、日本経済学会 2019 年度秋季大会、神戸大学 

三木翔太、五島圭一（2020）、Forecasting stock return volatility with self-attention network、

第 52 回（2019 年度冬季）ジャフィー大会、中央大学 

加藤大輔、五島圭一（2020）、有価証券報告書のテキスト分析：企業情報開示の重要性、第 52 回（2019

年度冬季）ジャフィー大会、中央大学 

Goshima, K., Tobe, R., and Uno, J. (2019)、 Trader Classication by Cluster Analysis: Interaction 

between HFTs and Other Traders、日本ファイナンス学会第 27 回大会、慶應義塾大学 

Goshima, K., Tobe, R., and Uno, J. (2019), Trader Classication by Cluster Analysis: Interaction 

between HFTs and Other Traders, The 31st Asian Finance Association Annual Conference, Ho Chi 

Minh City, Vietnam 

Goshima, K., Tobe, R., and Uno, J. (2019), Trader Classication by Cluster Analysis: Interaction 

between HFTs and Other Traders, European Financial Management Association 2019 Annual Meetings, 

Azores, Portugal 

☆小倉義明 学会発表 

“Search-for-yield under Prolonged Monetary Easing and Aging” 2019 年 日本金融学会秋季大会

（甲南大学） 

“Network-motivated Lending Decisions” 3rd Sydney Banking and Financial Stability Conference, 

2019, University of Sydney. 

☆河村耕平 学会発表 
Kohei Kawamura et al. Belief-Driven Price Stickiness: An Experimental Study  第 23 回実験社

会科学カンファレンス 2019 年 明治学院大学 

◎小川亮 学会発表 

“Stock Repurchases and Corporate Control: Evidence from Japan”, JSPS Core-to-Core Program: 

International Seminar on “Governance Reforms from Comparative Perspectives”, Waseda Institute 

for Advanced Study (WIAS), RIETI, November 5 2019 (with Julian Franks, Colin Mayer, Hideaki 

Miyajima) 

〇Nguyen Thi 

Phuong Thanh 
学会発表 

Nguyen, T.P.T (2019), CEO gender and firm performance. Empirical evidence in Japan. The 31th 

SASE Annual Conference organized by Society for the Advancement of Socio-Economics, New York, 

USA. 

Nguyen, T.P.T (2019), CEO gender and firm performance. Empirical evidence in Japan.  

The 6th Vietnam International Conference in Finance, Danang, Vietnam. 

〇吉田賢一 学会発表 

吉田賢一（2019）, 企業不祥事（リコール）後の市場の反応：CSR 活動が与える影響, 企業と社会フォ

ーラム, 第 9 回年次大会ドクトラル・セッション, 早稲田大学（2019 年 09 月 05 日）飯野佳亮氏との

共同研究 

吉田賢一（2019）, CSR 活動と企業集団：傾向スコア・マッチングによる分析, 日本経営財務研究学会, 

第 43 回全国大会自由論題, 神戸大学（2019 年 09 月 12 日）飯野佳亮氏との共同研究 

 

19



 

整理番号 2019-07 

研究課題 英語による発信力を強化する体系的プログラムの開発 

研究業績の概要・成果発表等  2019 年度は、研究計画による「研究分担」に基づいて各研究員が研究を

行った。また、2 回の全体会合、2 回の講演会（プロ研 BTCI 共催）を行い、その都度情報を交換した。

森田、Yoffe は、プレゼンテーションに関する教材を出版し、鈴木は、分担のスピーチ・アクトの論文・

学会発表を、山田は海外学会で発表を、篠原は発話・発声に関する研究を A* ジャーナルに公表した。エ

ルウッドは、文化的側面に関する論考を連載した。篠田は、多くの企業研修の傍ら、文章術の著作を発行

した。外部資金の申請獲得も積極的に行った。 

（１）論文・著書 

研究所員名 

業績種別 

（論文・単

著・共著・研

究ノート等） 

発表論文名・著書名 等 

※森田 彰 共著 

Yoffe L. (2020), Message Delivered Lower Intermediate: Paragraph Writing and Presentation, 南

雲堂, 全 14 章 

森田彰, 第 14 章 「プレゼンテーションの評価 (Evaluation)」, 87-90 

Yoffe L. (2020), Message Delivered Intermediate: Paragraph Writing and Presentation, 南雲堂,

全 14 章 

森田彰, 第 14 章 Evaluation, 87-90 

Yoffe L. (2020) Message Delivered Upper Intermediate: Paragraph Writing and Presentation, 南

雲堂, 全 14 章 

森田彰, 第 14 章 Evaluation, 87-90 

☆エルウッ

ド、ケイト 
論考 

Elwood,K.(2019.4-2020.2), Cultural Conundrums, The Japan News,10 articles,p.16 

☆鈴木利彦 論文 

SUZUKI, Toshihiko & SATO, Ami (2019), Rapport Management in Apologizing: From English Speech 

Acts Corpora, Proceedings of the 21st Conference of the Pragmatics Society of Japan p.169 - 176 

☆ヨッフェ、

レオニード 
著書監修 

Yoffe L.,(2020), Message Delivered Lower Intermediate: Paragraph Writing and Presentation, 南

雲堂, 全 14 章 

Yoffe L.,(2020), Message Delivered Intermediate: Paragraph Writing and Presentation, 南雲堂, 

全 14 章 

Yoffe L.,(2020), Message Delivered Upper Intermediate: Paragraph Writing and Presentation, 南

雲堂, 全 14 章 

☆篠原 靖明 論文 

Hestvik, A., Shinohara, Y., Durvasula, K., Verdonschot, R. G., & Sakai, H. (2020). Abstractness 

of human speech sound representations. Brain Research, 1732, 146664. DOI: 10.1016/j.brainres. 
2020.146664 

◎篠田義明 単著 

篠田義明 (2019), ビジネス文・論文・レポートの文章術, 南雲堂, 172 ページ 

（２）学会発表 

研究所員名 業績種別 発表タイトル・発表者名 等 

☆鈴木利彦 学会発表 

SUZUKI, Toshihiko & SATO, Ami (2019), A Study of the Speech Event of ‘Offering’ in English 

from the Viewpoint of Politeness, The 22nd Annual Meeting of Pragmatic Society of Japan, Kyoto, 

Japan 
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☆山田 茂 

学会発表 

Shigeru Yamada, (2019), Utility of EFL Dictionaries for Reading a Political Text: The Case of 

Obama’s Farewell Address, Joint Conference of the Dictionary Society of Notrh America and 

Studies in the History of the English Language, University of Indiana, May 8. 

Shigeru Yamada, (2019), The Japanese Core Dictionary, Lexicala/K Dictionaries Pre-Conference 

Workshop, The 13th International Conference of the Asian Association for Lexicography, June 18. 

Shigeru Yamada, (2019), Palmer’s Grammar of English Words: its Characteristics, Problems, and 

Implications for Contemporary Pedagogical Lexicography, The 13th International Conference of 

the Asian Association for Lexicography, June 21. 

講演 
Shigeru Yamada, (2019), An Ideal Japanese-English Dictionary, K Dictionaries, Tel Aviv, June 

17 

☆篠原靖明 

国際学会発

表 

Shinohara, Y., Han, C., & Hestvik, A. (2019, September). Effects of perceptual 
assimilation and vowel peripherality in perceiving non-native vowels. New Sounds 2019, 
Tokyo, Japan. 

研究ワーク

ショップ 

Shinohara, Y., (2019, May). Examination of theoretical models in second-language (L2) 
speech perception: The Perceptual Assimilation Model (PAM) and the Natural Referent 
Vowel (NRV) framework. Research Workshop of Institute of Language and Speech 
Science, Tokyo, Japan. 
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整理番号 2019-08 

研究課題 管理会計におけるリスク分担機能の研究 

研究業績の概要・成果発表等 

各研究者はそれぞれの上記の研究課題について分担し研究を進めるとともに、研究および分析に必要なデ

ータを収集した。他方で、先行研究を丹念にレビューし、理論的考察を行った。また、必要に応じて質問

書調査を実施した。 

（１）論文・著書 

研究所員名 

業績種別 

（論文・単著・

共著・研究ノー

ト等） 

発表論文名・著書名 等 

☆大鹿智基 論文 

「社会にとってよい企業」への市場の評価とサステナビリティ 

大鹿智基、阪智香、地道正行 

企業会計、招待有り、72(1)、pp.74 - 80、2020 年 01 月 

Does Tax Avoidance Diminish Firms’ Sustainability?  

Chika Saka, Tomoki Oshika, Masayuki Jimichi 

Journal Global Policy and Governance、査読有り、招待有り、 

8(2)、pp.95 - 114、2019 年 12 月 

Visualization of Tax Avoidance and Tax Rate Convergence 

Chika Saka, Tomoki Oshika, Masayuki Jimichi 

Meditari Accountancy Research、査読有り、27(5)、pp.695 - 724、2019 年 10 月 

企業の租税回避行動をめぐる証拠の可視化 －グローバルデータの探索的解析－ 

大鹿智基・阪智香・地道正行 

産業経理、招待有り、79(2)、pp.118 - 128、2019 年 07 月 

Financial KPIs for Sustainability: Evidence from Japanese Long-lived Firms 

Chika Saka, Tomoki Oshika, and Masayuki Jimichi 

International Review of Business、招待有り、(19)、pp.1 - 18、2019 年 03 月 

☆長谷川恵一 著書 

長谷川惠一「BSC 思考の再考」髙橋淑郎編著『非営利組織と 

営利組織のマネジメント』中央経済社、2020 年 3 月、146-158 頁。 

☆清水 孝 

著書 
『基礎管理会計』(庵谷治男氏との共著)中央経済社(6 つの章を担当)  

論文 

「わが国における予算管理の改善に関する 研究の動向 ── 脱予算経営の観点から ─」 

 (町田遼太氏・上田巧氏との共著)、『早稲田商学』455、1－31． 

「わが国における予算管理に関する実態調査研究の動向」 

 (町田遼太氏・上田巧氏との共著)、『産業経理』79(3)、53-64． 

「サーベイ研究の意義と限界」『會計』197-2、144－158． 

☆清水信匡 論文 

Nobumasa Shimizu 

“Target Costing and Management: What Happened in Japan?”  

中国管理会計（China Management Accounting Review） 

9(3) p.114-121 

☆町田遼太 論文 

「わが国における予算管理の改善に関する研究の動向―脱予算経営の観点から―」『早稻田商學』

第 455 号，1-31 頁（会計研究科 清水孝教授，博士後期課程 上田巧との共著）。 

「わが国における予算管理に関する実態調査研究の動向」『産業経理』第 79 巻 3 号，53-64 頁（会

計研究科 清水孝教授，博士後期課程 上田巧との共著）。 

「日本企業における中期経営計画のコンフィギュレーション－質的比較分析（QCA）による探索的

研究－」『原価計算研究』近刊（博士後期課程 上田巧，中央大学  妹尾剛好准教授，慶應義塾大学 

横田絵里教授との共著）。 
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◎稲葉喜子 論文 

日本監査研究学会 学会誌『現代監査 30 号』の 

査読論文に投稿し、2020 年 3 月 9日付で掲載可の連絡を受けております。 

今後校正作業を経て発刊の予定となっております。 

 

論文の表題：「監査法人の継続監査期間と不正会計の発見」 

◎海老原崇 論文 
海老原崇・梅澤俊浩. 2019. 「メインバンク関係と融資先企業の配当政策」. 武蔵大学経済学部ワ

ーキングペーパー 

◎庵谷治男 
論文 

庵谷治男（2019）「管理会計の利用が直接・間接部門の水平的インタラクションに与える影響－A

社の事例に基づく探索的研究－」『メルコ管理会計研究』第 11 号-Ⅱ, pp.25-43.  

庵谷治男（2020）「アメーバ経営における協力対価方式の理論的含意ーイネーブリング・コントロ

ール概念を用いた論考ー」『経営論集』（東洋大学）近刊.  

著書 
清水孝・庵谷治男（2019）『基礎管理会計』中央経済社.  

◎潘 健民 論文 

「企業の財務情報透明性と現金保有水準の関連性 ― 台湾における情報開示評価システムを用い

て」早稲田商学 455,  

2019 年 6 月, 33-78（日本語論文，共著者：山内暁） 

“Association between Earnings Management and Management 

Earnings Forecasts: Evidence from Mandatory Revisions,” Journal of 

Contemporary Accounting 20 (1), May 2019, 67-90（英語論文，査読付き，MoST Journal Ranking: 

TSSCI Tier 2） 

「台湾における役員報酬開示制度の変遷-強制的個別開示から選択的個別開示へ」，Disclosure & 

IR 誌, Vol. 9,  

2019 年 5 月号, 77-88. （日本語論文，共著者：山内暁） 

2016 年 6 月, 33-78（日本語論文，共著者：山内暁） 

◎福島 隆 論文 

福島隆「地方自治体における債権の会計処理と実態調査」、『明星大学経営学研究紀 

要』、第 15 号、2020 年 

◎矢内一利 論文 

清水信匡・矢内一利 

「戦略特性と利益調整との関係の検証-受身型戦略を中心として-」 

青山学院大学グローバル・ビジネス研究所 ワーキングペーパー 

（２）学会発表 

 

研究所員名 業績種別 発表タイトル・発表者名 等 

☆清水 孝 学会発表 

日本会計研究学会第 78 回全国大会 統一論題「管理会計研究の多様性」 

「サーベイ研究の意義と限界」 2019 年 9 月 8日・9日 於神戸学院大学 

日本管理会計学会 2019 年度年次全国大会 産学協同研究「グローバル 

管理会計規準の可能性と展望に関する研究 」 

「IMA の Statements on Management Accounting Competency Framework 

を中心として」 2019 年 8 月 29 日 於専修大学 

☆薄井 彰 学会発表 

日本経済会計学会第 2回西日本部会 

2019 年 9 月 21 日（土） 

愛知学院大学 

基調講演「バリューとグロース」 

☆町田遼太 学会発表 

「予算管理におけるマネジャーの管理可能性の認知と行動の関係 —インタビューデータの分析を

起点とした考察—」日本管理会計学会 2019 年度第 1 回フォーラム（2019 年 4 月 20 日，於：麗澤大

学）。 

The perception of controllability and managers’ behavior in budgetary control. 17th Annual 

conference for Management Accounting Research (05/03/2020, at WHU Otto Beisheim School of 

Management).  

「製造業における管理会計・原価計算のコンフィギュレーション」日本管理会計学会 2019 年度全

国大会（2019 年 8 月 29 日，於：専修大学。博士後期課程 上田巧，釧路短期大学 牧野功樹講師，

中央大学 妹尾剛好准教授，大阪府立大学 新井康平准教授との共同報告）。 

「日本企業における中期経営計画のコンフィギュレーション－質的比較分析（QCA）による探索的

研究－」日本原価計算研究学会 2019 年度全国大会（2019 年 9 月 3 日，於：成蹊大学。博士後期課

程 上田巧，中央大学 妹尾剛好准教授，慶應義塾大学 横田絵里教授との共同報告）。 

「製品原価計算の採用―決定木分析による探求―」日本原価計算研究学会 2019 年度全国大会（2019

年 9 月 4 日，於：成蹊大学。博士後期課程 上田巧，釧路短期大学 牧野功樹講師，中央大学 妹尾

剛好准教授，大阪府立大学 新井康平准教授との共同報告） 
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◎稲葉喜子 学会発表 

日本監査研究学会 第 42 回全国大会 

自由論題報告（2019 年 8 月 3日） 

 

「監査法人の継続監査期間と不正会計の発見」 

◎海老原崇 学会発表 

海老原崇・梅澤俊浩. 「メインバンク関係と融資先企業の配当政策」日本会計研究学会第 78 回大

会(神戸学院大学ポートアイランドキャンパス).  

2019/09/08.  

◎辻 正雄 学会発表 

堀 好一、辻 正雄 「連結納税制度適用による利益調整の実証分析」 

日本管理会計学会 2019 年度年次全国大会、2019 年 8 月 29 日、専修大学 

辻 正雄、須藤時男 「金融資産の保有が資本収益性に及ぼす影響の分析」 

日本管理会計学会 2019 年度年次全国大会、2019 年 8 月 29 日、専修大学 

Tsuji, Masao and  Tokio Sudo "Empirical Analyses of the Effect of Holding Financial Assets 

on Profitability" 

Asia-Pacific Management Accounting Association Annual Conference 2019, November 5th, 2019, 

Catar University in Doha.  

◎潘 健民 学会発表 

“How do Auditors Respond to Accounting Restatements? Evidence 

on Audit Staff Allocation” (with Wuchun Chi)  

 (1)   Hawaii Accounting Research Conference 2020 (HARC 2020),  

University of Hawaiʻi at Hilo, Hawaiʻi, USA, January 3-5, 2020 
 (2)   Joint Conference of the 8th Conference of the World Accounting 

Frontiers Series (WAFS) and 2019 APJAE Annual Conference(Asia Pacific 

Journal of Accounting & Economics), University of Macau, Macau, 4-6 

December 2019.  

“The Association between Earnings Management and Managerial 

Abilities” 2019 JCA Master Theses Award Seminar, Tamkang University, 

Taipei, September 20, 2019 (with Chia-Jui Lee, Excellent Paper Award) 

“Association between the Audit Fees and the Age of Board 

Members: Evidence from Japan” 2019 JCA Master Theses Award Seminar, 

Tamkang University, Taipei, September 20, 2019 (with Bo-Ting Wang) 

“IFRS Adoption, Earnings Quality, and Investment Efficiency: 

Evidence from Japan” 2019 Annual Meeting of the American Accounting 

Association, San Francisco, California, USA, August 10-14, 2019 (with 

Rong-Ruey Duh, Chih-Hsien Liao, and Atsuko Takinishi). (withdrawn) 

◎須藤時男 学会発表 

日本経営分析学会 第 36 回年次大会 一般報告（自由論題）（2019 年 7 月 14 日 ） 

第 3 セッション 須藤 時男 

「賃貸等不動産の保有が企業の収益性にもたらす影響の分析」 

日本管理会計学会 2019 年度年次全国大会 自由論題報告（2019 年 8 月 29 日） 

第 4報告 辻正雄（名古屋商科大学），須藤時男（早稲田大学招聘研究員） 

「金融資産の保有が資本収益性に及ぼす影響の分析」 

Tsuji, Masao and  Tokio Sudo "Empirical Analyses of the Effect of Holding Financial Assets 

on Profitability" 

Asia-Pacific Management Accounting Association Annual Conference 2019, November 5th, 2019, 

Catar University in Doha.  
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整理番号 2019-09 

研究課題 企業の国際競争戦略の変化と展望 

（１）論文・著書 

研究所員名 

業績種別 

（論文・単

著・共著・研

究ノート等） 

発表論文名・著書名 等 

☆谷口真美 論文 

Smale, A., Bagdadli, S., Cotton, R., Dello Russo, S., Dickmann, M., Dysvik, A., ... Taniguchi, 

M. & Rozo, P. (2019). Proactive career behaviors and subjective career success: The moderating 

role of national culture. Journal of Organizational Behavior, 40(1), 105-122.  

Andresen, M., Apospori, E., Gunz, H., Suzanne, P. A., Taniguchi, M., Lysova, E. I., ... & Bogićević 

Milikić, B. (2019). Careers in context: An international study of career goals as mesostructure 

between societies' career‐related human potential and proactive career behaviour. Human 

Resource Management Journal. forthcoming.  

谷口真美(2019), ダイバーシティを正しく理解し、組織とリーダーシップに活かすマネジメント、看護

部長通信 17(2),11-15.  

☆エドマン 

ジェスパー 
論文・共著 

Edman, J. & A. Makarevich (2020)“Entrenchment in status positions and the adoption of new 

norm-deviant organizational practices: Evidence from the Japanese banking industry, 

1983-2005”Organization Studies, forthcoming 

◎今井利絵 

論文 
今井利絵（2019）, 小売技術の国際移転プロセス―華東に進出した日系ドラッグストアにおける埋め

込みの影響―, 国際ビジネス研究第 11 巻第１号,1-64 

共著 

佐々木保幸・鳥羽達郎編（2019）,欧米小売企業の革新性と国際展開,中央経済社,全 14 章 

 

今井利絵（2019）,第 12 章 へネス&マウリッツ：調達の国際化とグローバル競争優位の構築,233-248 

◎桑名義晴 

共著 

 

 

桑名義晴・岸本寿生・今井雅和・竹之内秀行・山本崇雄著(2019)『ケーススタディグローバル HRM(人

的資源管理) ― 日本企業の挑戦 ― 』、中央経済社、全 10 章 

桑名義晴、第 1章「グローバル人的資源管理への挑戦」、1-14 

桑名義晴、第 5章「資生堂 ― 現地化戦略と女性の海外派遣社員の活躍 ― 」 

、77-100 

桑名義晴、第 7章「ヤマト運輸 ― 日本的サービスの海外移転と現地人材の育成 ― 」、141-162 

桑名義晴、終章「日本発のグローバル人的資源管理の展開へ」、183-195 

浅川和宏・伊田昌弘・臼井哲也・内田康郎監修、多国籍企業学会著（2020） 

『未来の多国籍企業 ― 市場の変化から戦略の革新、そして理論の進化 ― 』、 

文眞堂、全 15 章 

桑名義晴、第 8章「近未来の多国籍企業 ― アントレプレナー型共創組織の構築 ― 」、189-210 

◎高井 透 共著 
高橋淑郎編著『非営利組織と営利組織のマネジメント』 第 7章担当「非営利組織との連携による新規

事業創造」104-127 総頁数 191 頁 2020 年 3 月 20 日 

◎長谷川礼 共著 

大東文化大学経営研究所編（2020）、ダイバーシティ・マネジメントに関する多角的研究、大東文化大

学経営研究所 全 12 章 長谷川礼、第 12 章「高齢労働者の就労意欲等に関する分析」251-269 

◎三輪祥宏 論文 
日本のホスピタリティ・ツーリズム産業におけるイノベーションに関する一考察 (1)  

◎山本崇雄 単著 

「パナソニック――新興国市場開拓と海外派遣者の役割」、桑名義晴・岸本寿生・今井雅和・竹之内秀

行・山本崇雄著『ケーススタディ グローバル HRM 日本企業の挑戦』pp.101-119、中央経済社。 
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（２）学会発表 

研究所員名 業績種別 発表タイトル・発表者名 等 

☆谷口真美 

学会発表 

Georgiadou, A. and Taniguchi, M., Isms in Academia: Exploring how to Foster an Inclusive Culture 

Inside and Outside the Classroom", the 79th Annual Meeting of the Academy of Management , August 

9-13, 2019 in Boston, Massachusetts, USA 

学会発表 

Taniguchi, M., Dass, P., The Dynamics of Diversity and Inclusion in a Rapidly Changing 

Environment, The EGOS and Organization Studies Kyoto Workshop 2019, December 15, 2019, Kyoto 

University, Kyoto Japan.  

学会発表 

Maike Andresen, M., Apospori, E., Gunz, H., Cotton, R., Mayrhofer, W. and Taniguchi, M., 

(Unconscious) differences in individuals’ career conceptions across market economies: A 

comparative empirical study about the role of Varieties of Capitalism for careers, Academy of 

Management CarCon 2020, February 15, 2020, WU, Wien 

☆エドマン 

ジェスパー 

学会発表 

Edman, J. & Oda, Y. (2019) “Unintended consequences of institutional work: Activism, 

entrepreneurship and the inadvertent maintenance of Japan’s demographic challenges.” Academy 

of Management Annual Meeting. August 10, 2019 

学会発表 

Edman, J. (2019) “Foreignness as a license to deviate: Multinational banks and disruptive 

innovation in the Japanese financial industry” Academy of International Business Annual 

Meeting, June 26, 2019 

◎今井利絵 学会発表 
小売技術の国際移転プロセス 

◎長谷川 礼 学会発表 

Hasegawa S., Hasegawa R., Akiyama T. (2019), Causal Structure of Turnover Intentions： 

Comparison between Japanese and Foreign-Owned Firms in Japan, AIB 61th Annual Conference, Academy 

of International Business, Copenhagen, Denmark  
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整理番号 2019-10 

研究課題 グローバライゼーションと財務会計研究 

研究業績の概要・成果発表等 

本研究はグローバライゼーションが財務会計研究に及ぼした二つの影響について理論的・実証的に分析を

行うことを目的とする．二つの影響の第一は研究対象としての財務会計が IFRS（国際財務報告基準）の

浸透により大きく影響を受けていることであり，第二は財務会計研究を取り巻く環境が学問の国際化によ

り大きく変化を遂げつつあることをさす． 

2019 年度は，第一の影響に関して，我が国において企業が IFRS を採用可能になってから 10 年が経過し

ようとしている現在において，企業による選択的適用を認めた我が国における IFRS の採用（ないし不採

用）が企業と経済にたいしてもたらした影響についての分析を行った．第二の影響に関して，海外におけ

る財務会計研究に造詣の深い研究者を内外から研究会に招致し，分科会員の意識の統一を図った．特に，

本年度は米国とイタリアから研究者を招いて講演会を開催し，会計研究所との共催で国内兼研究者を招い

て研究会を開催した． 

（１）論文・著書 

研究所員名 

業績種別 

（論文・単

著・共著・研

究ノート等） 

発表論文名・著書名 等 

☆鈴木智英 

論文 

『會計』 「制度設計のナッジとしてのアカウンティング：独自のテーマ・方法・意義」 2019 年 12

月 

『会計理論学会年報』 第 34 号（近刊）「世界的な準需要飽和・準完全競争・人口減少下の経済・経営

制度設計」 2020 年 2 月 29 日 

政策提言 

報告書 

＜関経連レポート＞『成熟経済・社会の持続可能な発展のためのディスクロージャー・企業統治・市場

に関する考察 － ＜四半期毎の開示制度の批判的検討を契機とする＞』(1-245 頁) 2020 年 3 月 31 日

提出（近刊） 

☆山内 暁 共著論文 

潘健民,山内暁(2019) ,企業の財務情報透明性と現金保有水準の関連性 ― 台湾における情報開示評価

システムを用いて,早稲田商学,455,33-78 
山内暁,潘健民(2019) ,台湾における役員報酬開示制度の変遷-強制的個別開示から選択的個別開示

へ,Disclosure & IR 誌, 9,77-88 

☆秋葉賢一 
論文（単著） 

「ヒトに対する使用権モデルの適用」『Disclosure & IR』Vol.9 2019 年 5 月 

「2つの時価の定義 : 時価算定会計基準に起因して」『企業会計』71(10), 2019 年 10 月号 

（羽根佳祐氏との共著）「IFRS における収益認識に関する帰納的検討」日本銀行金融研究所ディスカッ

ションペーパーシリーズ 2019-J-17 

「IFRS における資産の認識の中止」『産業経理』79 巻 4 号 2020 年 1 月 26-36, 産業經理協會 

研究ノート 
「気になる論点（236）－（260）」『経営財務』税務研究会 No.3402－No.3450 

☆大塚忠義 論文 

(共著)(査読付)「高齢者世帯の貯蓄ゼロ割合に係るシミュレーション」 

谷口豊、大塚忠義 2020.3.生活経済研究第 51 巻 pp.29-45 

 (共著)「老後生活費への不安感に関する定量的分析」谷口豊、大塚忠義 2020.3.生命保険論集(生命

保険文化センター)第 210 号 pp.67-91 

☆金子裕子 論文 

現代監査第 30 号「公認会計士監査におけるリスク評価と監査の有効性」 

（レフェリー結果の通知を受け掲載が確定しています） 

◎井出健二郎 論文 

1965 年制定「病院会計準則」の原点をたどって 橋本尚編著『現代会計の基礎と展開』所収 第 28 章 
担当頁  pp,430-444.  同文館出版 令和元年 9月 
第 28 章 担当頁  pp,430-444.. 
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◎金子善行 

共著 

原俊雄編著（2019），簿記と帳簿組織の機能－歴史的・国際的視点から，中央経済社，全 13 章 

金子善行，第 3章「井上簿記における帳簿組織」，44-58 

上野清貴編著（2019），日本簿記学説の歴史探訪，創成社，全 19 章 

金子善行，第 5章「黒澤清と拡張収支計算」，57-69 

日本会計研究学会スタディ・グループ（2019），顧客との契約から生ずる収益の認識に関する会計諸問

題の研究－令和元年度最終報告書－，日本会計研究学会，全 9章 

金子善行，第 9章「企業会計基準第 29 号と法人税法 22 条の 2」，93-100 

論文 

金子善行（2019），法人税法における益金の意義－無償譲渡を手がかりとして－，會計，196（5），42-56 

金子善行（2019），期間衡平性の測定構造に関する一考察－固定資産の会計処理に着目して－，簿記研

究，2（2），1-12 

◎久保幸年 

単著 
『金融商品取引法の開示規制』、中央経済社、2019 年 5 月 

論文 

「募集・売出しに関する開示について」、『Disclosure & IR』Vol.11、（株）ディスクロージャー＆

IR 総合研究所、2019 年 11 月、139～148 頁 

「開示規制における情報開示」、大原大学院大学『研究年報』第 14 号、2020 年 3 月、21～35 頁 

◎髙橋秀至 共著 
経営学部編集委員会『これからのビジネスと地域』長崎文献社(2019) 

執筆箇所「税法を学ぶことの意義」 

◎辻山栄子 論文 

2019 年 4 月 「会計余話－貸借対照表が消える日」『産業経理』Vol.79, No.1, 94-95. 2020 年 4 月 「新

収益認識基準と会計基準国際化の功罪」『企業会計』Vol.72, No.4, 17-26. （2020 年 3 月 4日発売） 

◎鳥羽至英 論文 

「財務諸表監査には監査学術上、どのように接近したらよいのか─監査実務に埋没する監査研究と監査

研究を阻む制約─雑誌『会計』2020 年 4 月号 197 巻第 4号 48-65 頁 

◎山﨑 尚 論文 
山﨑尚(2019), リース会計における会計思考の変化, 獨協経済, 獨協大学経済学部, 105, 33-42 

○畢 天維 論文 

畢天維 (2020), 中国の現代会計制度における会計思考の特徴―「管理活動論」を中心に―, 『會計』

第 179 巻,第 3 号,108-120 

畢天維 (2020)，Accounting and  accounting reform in the transitional economies, 早稲田大学商

学研究科紀要，90，121－152 

（２）学会発表 

研究所員名 業績種別 発表タイトル・発表者名 等 

※八重倉孝 学会発表 

AUDIT FEES AND BIG N AUDITS REVISITED, 42nd Annual Congress of the European Accounting 

Association, Takashi Obinata and Takashi Yaekura 

THE REEXAMINATION OF AUDITOR SELECTION MODELS 31st  Asian-Pacific Conference on International 

Accounting Issues Takashi Obinata and Takashi Yaekura 

☆鈴木智英 

学会発表 

日本会計研究学会 第 78 回 年次全国大会 統一論題パネリスト『制度設計のナッジとしてのアカウ

ンティング』：独自のテーマ・方法・意義 

日本経済会計学会第 36 回年次大会 7月 13 日～14 日 統一論題 『会計、経営と経済の境界と融合－

次世代の CEO、CFO に求められる力、教育と人材』 

日本会計理論学会 第 34 回、年次統一論題  2019 年 11 月 29 日（土）、12 月 1日（日）「四半世紀後・

世界的な経済成長後経済・社会における Account-ing」 明治大学 

関経連シン

ポジウム 

「実効性あるコーポレートガバナンスの在り方について」2019 年 10 月 3 日 

（帝国ホテル） 

☆秋葉賢一 学会発表 

第 40 回日本公認会計士協会研究大会 （2019 年 9 月 18 日（水））共同発表 

「インセンティブ報酬に係る会計上の論点－制度の活用による地域経済の活性化に向けて」 

☆大塚忠義 学会発表 

「機械学習による要介護認定割合・平均介護費用の社会的決定要因の分析」2019.11. 生活経済学会 

2019 年度関東部会 

「機械学習による要介護認定割合・平均介護費用の社会的決定要因の分析」 2019.11. 日本保険年金

リスク学会研究発表大会 

「老後生活費への不安感に関する定量的分析」 
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2019.6. 生活経済学会第 35 回研究大会 

☆金子裕子 学会発表 
日本監査研究学会東日本部会 「公認会計士監査におけるリスク評価と監査の有効性」 

◎井出健二郎 学会発表 
日本血液製剤機構の経営分析 井出健二郎 日本血液事業学会第 38 回全国大会 

◎金子善行 学会発表 
金子善行（2019），法人税法における益金の認識と測定，日本会計研究学会第 78 回大会，神戸学院大学 

◎鳥羽至英 学会発表 

「財務諸表監査には監査学術上、どのように接近したらよいのか─監査実務に埋没する監査研究と監査

研究を阻む制約─ 神戸学院大学 日本会計研究学会全国大会 2019 年 神戸国際会議場 9 月 8-9

日 

○畢 天維 学会発表 
畢天維 (2019), 中国の現代会計制度における会計思考の特徴―「管理活動論」を中心に―,日本会計研

究学会第 78 回全国大会、神戸学院大学 
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整理番号 2019-11 

研究課題 イノベーション創出のメカニズムについてのマルチレベル分析 

研究業績の概要・成果発表等 

 本年度は各自プロジェクトを遂行し、学会報告と論文発表を行った。特に国際学会での報告が多く、十

分な成果を残している。 

（１）論文・著書 

研究所員名 

業績種別 

（論文・単

著・共著・研

究ノート等） 

発表論文名・著書名 等 

☆藤田 誠 著書・共著 

藤田誠「経営戦略論の基本問題」『百田義治古希記念論文集』中央経済社（近刊） 

『イノベーションのための戦略的提携とネットワーク形成（仮題）』中央経済社 

（執筆中） 

☆大月博司 

論文・単著 大月博司(2019) ｢AI の発展と経営者の意識変化｣『経営哲学』16(2), 99-112. 

著書・共著 大月博司編著(2019)『経営戦略の課題と解明』文眞堂.（全 14 章） 

☆谷本寛治 

論文 
“Do multi-stakeholder initiatives make for better CSR?” 

Corporate Governance: The international journal of business in society, 

単著 
『企業と社会―サステナビリティ時代の経営学』中央経済社, 2020.3. 

(全 9 章, 300 ページ) 

☆井上達彦 著書・単著 
井上達彦(2019)『ゼロからつくるビジネスモデル: 新しい価値を生み出す技術』東洋経済新報社.（全 17
章） 

☆清水 洋 著書・単著 

清水洋(2019)『野生化するイノベーション』新潮選書.（全 12 章） 

Shimizu, H. (2019). General Purpose Technology, Spin-Out, and Innovation: Technological Development of 
Laser Diodes in the United States and Japan, Springer.（全 13 章） 

☆三橋 平 論文・共著 

Mitsuhashi, H., & Lailani, L. A. (2019). Off the rivals' radar in emerging market segments: Non-mutual rival 
recognition between new firms and incumbents. Long Range Planning. (in press) 

 

☆小沢和彦 論文・単著 

Ozawa, K. (forthcoming) . The influence of managers’ successful change experience on organizational change: 
Performance crisis and managers’ tenure. Knowledge Management Research & Practice.  
Ozawa, K. (forthcoming). Managers’ experiences as recipients: Impact on organizational change. Journal of 
Organizational Change Management.  
小沢和彦(2019)「戦略的転換・組織変革研究におけるモメンタム仮説とディセラレーション仮説」『日

本経営学会誌』43, 53-65.  

◎宇田 理 

論文・単著 
宇田理(2020)「企業家マインド育成に向けての一考察―楽天寄付講座の事例―」『産業経営プロジェク

ト報告書産学連携研究』43(1), 43-58. 

著書・共著 経営史、日本大学商学部経営学科編『はじめての経営学』同文館出版、pp.236-243（第 14 章） 

◎潜道文子 論文・単著 潜道文子(2020)「社会人基礎力とフロー体験との関係」『社会人基礎力研究』創刊号, 5-24. 

◎日野健太 

論文・単著 日野健太(2020)「大学スポーツとシンボリズムと権力：駒澤大学の硬式野球部と大学当局を巡って」『駒

大経営研究』51(1.2), 185－206.  

日野健太(2020)「富士フイルムの事業構造の転換 2000-2012：急速な主力事業の縮小と計画・創発戦略

論の限界」『経営戦略研究』19, 掲載決定 

 論文・共著 
日野健太(2019)「組織における沈黙と発言の規定要因：心理的安全と沈黙動機の影響過程」『組織学会

大会論文集』8(1), 183-188. 
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◎石毛昭範 

論文・単著 

石毛昭範(2019)「企業におけるワークルールの知識普及・遵守と労務監査・労働条件審査」『経営学論

集 89 集』7, 1-6. 

研究ノー

ト・単著 

石毛昭範(2019)「日本における企業内昇進の実態に関する研究の展開－1990 年代までの研究を中心に

－」『拓殖大学経営経理研究』116, 53-61. 

◎川崎千晶 著書・単著 
川﨑千晶(2019)『組織間信頼の形成と維持』同文舘出版.（全 9 章） 

○吉澤昭人 論文・単著 
吉澤昭人(2019)「高年齢者観再考」『千葉経営論叢』61, 129-145. 

（２）学会発表 

研究所員名 業績種別 発表タイトル・発表者名 等 

※山野井順一 学会発表 

Yamanoi J, T Shimizu, S Nagayama 

“Attentional allocation and firm performance: The interactive effects of product 

diversification” Academy of Management Annual Meeting,  August, 2019, Boston, US. 

Furukawa M., Kito, T., Yamanoi, J., and Sayama,H. 

“An integrated index for product & customer diversification strategies” NetSci-X 2020, 

January, 2020, Tokyo, Japan. 

Moriya, N., Kito, T. and Yamanoi, J. 

“Patent opposition network: adversarial interactions of companies and trend of innovation” 

NetSci-X 2020, January, 2020, Tokyo, Japan. 

Sayama,H. & Yamanoi, J. 

“Beyond social fragmentation: coexistence of cultural diversity and structural connectivity 

is possible with social constituent diversity” NetSci-X 2020, January, 2020, Tokyo, Japan. 

☆大月博司 学会発表 

Otsuki, H., & Kim, Y. J. “Effects of pay for performance on identification in organization: 

the role of employee’s self-concept orientation.” British Academy of Management 2019 

Conference. 2019, Birmingham, UK. 

☆谷本寛治 学会発表 

・11/8-9 "Practice and Promotion of University Social Responsibility", 

Symposium (invited), 2019 Conference on Ethics and Sustainable Development, Howard Plaza Hotel 

Kaohsiung, Taiwan. 

・11/28-29 "Responsible Leadership Education in Times of Transformation", Global Corporate 

Sustainability Forum, Symposium (invited), The Grand Hotel, Taipei, Taiwan. 

・12/6 "CSR Research in Japan", The 2nd GoldenBee International CSR Academic Seminar (invited), 

Keynote Speech, Grand Kempinski Hotel, Shanghai, China. 

☆清水 洋 学会発表 

Shimizu, H. “Strategic choice of spin-outs and patterns of subsequent innovation: Technological 

development of laser diodes in the US and Japan” Academy of Management Annual Meeting,  August 

9, 2019, Boston, USA. 

☆三橋 平 学会発表 

Datar, A., Mitsuhashi, H., & Nakamura, A. “To be vague or not to be: Firms' avoidance of vague 

language and performance below aspirations.” A paper presented at the Academy of Management 

Meeting, August 9-13, 2019, Boston, USA. 

Nagayama, S., & Mitsuhashi, H. “Expandable and extendable root concepts.” A paper pretend at 

the International Conference on Computational Social Science, July 18-20, 2019, Amsterdam. 

三橋立・徳川城治・三橋平「Door-to-CT 時間短縮のための低コスト介入法の提案」日本脳神経外科学

会第 78 回学術総会, 2019 年 10 月, 大阪国際会議場. 

三橋立・徳川城治・三橋平「脳卒中初療の Door-to-CT 時間短縮のための低コスト介入法の提案」第 45

回日本脳卒中学会学術集会, 2020 年 3 月, パシフィコ横浜 【※なおコロナ・ウィルス問題によって

非開催】. 

☆村瀬俊朗 学会発表 

高坂啓介・伊藤泰生・谷口諒・村瀬俊朗「組織はいかに失敗から学習するか―答えがわからない失敗か

らの学習プロセスにおける課題と展望―」2019 年度組織学会研究発表大会、駒澤大学、2019 年 6 月. 

Akiho,R., Onuma, S., & Murase, T. “Investigating the effect of shared cognitive schema of 

environment on team performance.” INGroup 14th Annual Conference Poster Session, July 18, 2019, 

ISCTE-IUL, Lisbon, Portugal. 

村瀬俊朗・江夏幾太郎・大沼沙樹「競争力を高めるインフォメーション・コミュニケーション・テクノ

ロジーの組織的活用法を探る」2020 年度組織学会年次大会、西南学院大学、2019 年 10 月. 

秋保亮太・大沼沙樹・村瀬俊朗「外部環境に対する認知の相違がチーム・パフォーマンスに及ぼす影響」

経営行動科学学会第 22 回年次大会、2019 年 11 月. 

☆Joel Malen 学会発表 
Malen, J. “Improving environmental performance: Competitor and stakeholder influences & quot.” 

Academy of Management Annual Meeting, August 12, 2019, Boston, USA.  

◎宇田 理 学会発表 
宇田理「DC とは非常事態への適応力のことなのか?企業固有の変革能力のことなのか?」経営戦略学会

第 19 回研究発表大会、2019 年 4 月. 
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◎潜道文子 学会発表 

Li, Y., & Sendo, A. “The role of accounting inscription on biodiversity conservation.” 日

本管理会計学会 2019 年度第 2回リサーチセミナー、2019 年. 

林聖子・潜道文子・李燕「専業メーカーにおけるイノベーション創出に関する一考」研究・イノベーシ

ョン学会第 34 回年次学術大会、2019 年. 

Sendo, A. “The significance of “Meaningful Work” in “Work Style Reform”: Focusing on the 

flow experience survey of social entrepreneurs.” The 2nd International Conference on Culture, 

Communities, and the Commons:  Sustainable Development under Environmental Change, 2019. 

◎日野健太 学会発表 
藤村まこと・日野健太「組織における沈黙と発言の規定要因：心理的安全と沈黙動機の影響過程」2019

年度組織学会研究発表大会、駒澤大学、2019 年 6 月. 

◎石毛昭範 学会発表 
石毛昭範「インターカレッジコープの現状、課題と新たな可能性」コンピュータ利用教育学会 2019PC

カンファレンス報告, 2019 年 8 月. 

◎金 倫廷 学会発表 

Otsuki, H., & Kim, Y. J. “Effects of pay for performance on identification in organization: 

the role of employee’s self-concept orientation.” British Academy of Management 2019 

Conference. 2019, Birmingham, UK. 

◎伊藤泰生 学会発表 

伊藤泰生・遠藤直樹「模倣学習における習熟度と『抽象』『具体』的言葉の関係性－NPS 研究会による

言及頻度分析－」2019 年度組織学会研究発表大会、駒澤大学、2019 年 6 月. 

高坂啓介・伊藤泰生・谷口諒・村瀬俊朗「組織はいかに失敗から学習するか―答えがわからない失敗か

らの学習プロセスにおける課題と展望―」2019 年度組織学会研究発表大会、駒澤大学、2019 年 6 月. 

◎川崎千晶 学会発表 

Kawasaki, C., & Huang, Y. “Managerial limitations to a firm’s growth: The perspective of 

inter-organizational trust.” The 15th Interdisciplinary Conference on “Intangibles and 

Intellectual Capital - Non-Financial and Integrated Reporting, Governance, and Value Creation, 

2019.  

○高坂啓介 学会発表 
高坂啓介・伊藤泰生・谷口諒・村瀬俊朗「組織はいかに失敗から学習するか―答えがわからない失敗か

らの学習プロセスにおける課題と展望―」2019 年度組織学会研究発表大会、駒澤大学、2019 年 6 月. 
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整理番号 2019-12 

研究課題 社会経済システムの局所化に関する経済学理論とその応用 

研究業績の概要・成果発表等 

当分科会では、研究課題を対象とする経済学理論の構築とその応用を目的とする。昨年度に引き続き、

佐々木宏夫（科学研究費）基盤研究 A プロジェクト「太平洋島嶼国の貨幣と市場制度の生成と発展に関す

る研究：理論と実験」によるセミナーや「ミクロネシア・ワークショップ」、CTWE(Contract Theory Workshop 

East)、総合研究機構「水循環システム研究所」研究会と共催し、学内外あるいは国内外を問わず、関連

する研究者によるセミナーを通常月 2 回程度の頻度で開催し、研究フロンティアの拡大・周知に大きく貢

献した。さらに、佐々木宏夫がコーディネーターとして、産研アカデミック・フォーラム「文化を科学す

る－進化論で社会を理解する－」を開催した。当分科会のみならず、学内外から多様な専門分野の聴衆が

参集し、文理融合したフロンティア研究の結果を共有する貴重な機会となった。今年度の研究会のリスト

とフォーラムの概要は以下の通りである（敬称を省略する）。 

1. 5 月 17 日（金） 赤星 立（南山大学経済学部 講師）  

Integration of multiple criteria: general properties of the lexicographic and constrained 

maximality 

2. 6 月 14 日（金） 岩田 和之（松山大学経済学部 教授） 

自治体合併による水道事業への影響 

3. 7 月 12 日（金） 大山 睦（一橋大学イノベーション研究センター 准教授） 

Product Innovation, Product Diversification and Firm Growth:  

Evidence from Japan’s Early Industrialization 

4. 8 月 2 日（金） 五島 圭一（早稲田大学 商学部 講師） 

Forecasting Japanese inflation with a news-based leading  

indicator of economic activities 

5. 9 月 27 日（金） 田中 久稔（早稲田大学 政治経済学術院 准教授）  

Statistical Experiments の最適化 

6. 10 月 4 日（金） 中山 幹康（東京大学大学院新領域創成科学研究科 教授） 

太平洋島嶼国からの国外への移転者が移転先で円滑に生活を再建するための施策 

7. 10 月 25 日（金） 室岡 健志（大阪大学 大学院国際公共政策研究科 准教授） 

Fragile Self-Esteem 

8. 11 月 18 日（月） 若野 友一郎（明治大学 総合数理学部 教授） 

文化要素の０,１データの数理解析 

9. 11 月 22 日（金） 井原 泰雄（東京大学 大学院理学系研究科 講師） 

数理的手法による進化人類学 

10. 11 月 29 日（金） 松前 ひろみ（東海大学 医学部基礎医学系分子生命学部門 特任助教） 

ゲノムから明らかになった人類の歴史と、言語の多様性の関係を探る 

11. 12 月 13 日（金） 田村 光平（東北大学 学際科学フロンティア研究所 助教） 

社会進化のモデリング：弥生時代の戦争と人口 

12. 1 月 24 日（金） 三橋 平（早稲田大学 商学部 教授） 

年齢依存的な外部観衆の企業評価：企業の「年甲斐もない」行動と「年相応な」行動を市場はどう評

価するか？ 
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第 27 回産研アカデミック・フォーラム「文化を科学する－進化論で社会を理解する－」 

7 月 27 日（土）13:00～18:00 

【講演】 

佐々木 宏夫（早稲田大学 商学学術院 教授） 

イントロダクション 

井原 泰雄（東京大学 大学院理学系研究科 講師） 

「文化の小進化と大進化」  

松前 ひろみ（東海大学 医学部基礎医学系分子生命科学 特任助教）  

「言語の文化進化はどこまで分かったか〜生物進化との対比から〜」  

田村 光平 

（東北大学 学際科学フロンティア研究所 助教） 

「考古学における文化進化：過去の文化ダイナミクスの復元をめざして」 

中丸 麻由子（東京工業大学 環境・社会理工学院 准教授）  

「制度や慣習を進化ゲーム理論で解析する」 

【パネルディスカッション】 

各講演者、里見 龍樹（早稲田大学人間科学学術院 准教授） 

 

（１）論文・著書 

研究所員名 

業績種別 

（論文・単

著・共著・研

究ノート等） 

発表論文名・著書名 等 

☆片岡孝夫 共著論文 

T. kataka and Y.Takamatsu,“Optimal age-dependent income taxation in a dynamic extensive 

model:The case of negative participatin tax on young people”,Journal of Public Economic Theory, 
2019, 1-30.  

☆久保克行 論文 

K Kubo, HV Phan (2019) "State ownership, sovereign wealth fund and their effects on firm 

performance: Empirical evidence from Vietnam" Pacific-久保克行 (2020) 取締役会の構成と企業

の業績・行動（vol.12）Disclosure&IR 誌 2020 年 2 月号 

久保克行(2019)ソフトバンクグループからみる親子上場 企業会計、2019 年 12 月号 

久保克行 内ヶ﨑茂 鈴木啓介 山内浩嗣 瀬古進 (2019) 英国企業の取締役会およびトップマネジ

メントチームにおける多様性戦略〔上〕－日本企業のコーポレートガバナンス改革への示唆－ 

旬刊 商事法務 No.2209 (9 月 15 日号)  

久保克行 内ヶ﨑茂 鈴木啓介 山内浩嗣 瀬古進 (2019) 英国企業の取締役会およびトップマネジ

メントチームにおける多様性戦略〔下〕－日本企業のコーポレートガバナンス改革への示唆－ 

旬刊 商事法務 No.2211 (10 月 5･15 日合併号)Basin Finance Journal, 58 

☆片山 東 論文・共著 

Xiaogang Che, Hajime Katayama, Peter Lee, and Nan Shi “WARRANTY, SELLER REPUTATION, AND BUYER 

EXPERIENCE: EVIDENCE FROM EBAY USED CAR AUCTIONS,” The Journal of Industrial Economics, Volume 

67, Issue 3-4, Page 593-627, September‐December 2019. https://doi.org/10.1111/joie.12213 

☆佐々木宏夫 
コーディネ

ーター 

第 27 回産研アカデミック・フォーラム「文化を科学する－進化論で社会を理解する－」7月 27 日（土） 
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☆大門 毅 論文 

Daimon, T.(2020) Japan and China in Competition or Cooperation? Perspectives for Africa, Journal 

of Inter-Regional Studies: Regional and Global Perspectives (JIRS) Vol.3  (March 2020) 14-25. 

Daimon, T. (2020), Law and Gender Inequality in Muslim Countries: A Case Study of Jordan, Waseda 

Global Forum vol. 16, March 2020, 1-30.  

大門 毅（2020）「西川経済学と平和構築の視点：アマルティアセンとの比較」、日仏経済学会

Bulletin, forthcoming.  

☆パク サン

ジュン 

論文 

Ryou, J., Baak, S. and Kim, W., (2019), Effects of Japanese quantitative easing policy on the 

economies of Japan and Korea, North American Journal of Economics and Finance, Vol. 48, April 

2019, pp. 241-252 
Baak, S., and Jang, K., (2019), Comparative analysis of youth unemployment in Korea and Japan: 
Implications for Korea, 経済分析, vol. 25, no. 4, Dec. 2019, pp. 58-108, 韓国銀行経済研究院 
(written in Korean) 

単著 
Baak, S., (2019), Exit from Depression, 時空社 (written in Korean). 全 6 章, 291 pages.  

☆伊藤秀史 共著 伊藤秀史，小林創，宮原泰之(2019)，組織の経済学，有斐閣，全 12 章 

☆菊地雄太 論文 
今井晋、菊地雄太、田中藍子,「操作変数を使わない需要関数の推定」,現代経済学の潮流 2019（東洋

経済新報社）,73-98 

☆谷口みゆき 論文 

Taniguchi, M. (2018),The impact of the Designated Manager System of Japanese public halls: 

Measuring technical, allocative, and productive efficiency, Keio Economic Studies, 54, 33 – 48 

（形式上、2018 年公刊となっていますが、実際に掲載が決定したのは 2019 年のため、今年度業績報告

しています。） 

 

谷口みゆき(2019), 日本の国立病院の効率性に関する定量分析—都道府県別データを用いたボウモルの

コスト病の検証―，早稲田商学，457，31- 50 

◎張  艶 論文・単著 

「米中貿易摩擦と中国経済」張艶 『研究所年報』第 22 号、pp.79-87、 

2019 年 10 月 明治学院大学国際学部付属研究所 

◎友原章典 

論文 
Tomohara, A., (2019), Migrant and Business Network Effects on Intellectual Property Trade: 

Evidence from Japan, Economic Analysis and Policy 62, pp. 131–139. 

単著 
友原章典、（2020）、実践 幸福学、NHK 出版。 

友原章典、（2020）、移民の経済学、中央公論新社。 

◎成川康男 論文 

Vicenç Torra, Yasuo Narukawa （2019）On network analysis using non-additive integrals: extending 

the game-theoretic network centrality. Soft Comput. 23(7): 2321-2329 

Yasuo Narukawa, Vicenç Torra (2019)  

Derivative for Discrete Choquet Integrals. MDAI 2019:  

Lecture Notes in Computer Science 11676, Springer , 138-147.  

（２）学会発表 

研究所員名 業績種別 発表タイトル・発表者名 等 

☆久保克行 学会発表 

Katsuyuki Kubo,Phan Huu Viet (2019)Political Connection, Behavior and Performance at Firm Level: 

An Empirical Research From a Transition Economy, presented at 32nd Australasian Finance and 

Banking Conference, 16 - 18 DECEMBER 2019 

Katsuyuki Kubo (2019)Employment adjustment, dividend cuts, and corporate governance, presented 

at the Society for the Advancement of Socio-Economics, 27-29, June, at New School 

Katsuyuki Kubo,Phan Huu Viet (2019)Political Connection, Behavior and Performance at Firm Level: 

An Empirical Research From a Transition Economy, presented at 1st NFA Fall conference, 日本

ファイナンス学会 

☆大門 毅 学会発表 

Daimon, T. (2019), Sino-Japanese Competition and Cooperation in Foreign Aid, 2019 International 

Studies Association, Toronto Canada 

大門 毅（2019）SDGs と災害復興、国際開発学会 春季大会、陸前高田 

Daimon, T. (2019), Law and Gender Inequality in Muslim Countries: A Case Study of Jordan, The 

15th Asian Law and Economics Association Conference, Bangkok, Thailand 

Daimon, T. (2019), Japanese Experience in Development Policy Lending and Sector Investment 
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Lending to Jordan and Morocco, Association for Asian Studies in Asia 2019, Bangkok, Thailand 

Daimon, T. (2019), Sino-Japanese Competition and Cooperation in Foreign Aid (Taiwan’s 

Perspective), 2019 International Conference of Association for China Economic Studies, Taoyuan, 

Taiwan 

Daimon, T. (2019) Assisting Infrastructure Gap in Africa-Case Study of Hydraulic Power Plant 

in Kenya, 2019 International Conference, Japan Society for Afrasian Studies, Tokyo University 

Daimon, T.(2019) Spatial Dimension of Conflict: Case of Tunisia, 国際開発学会 全国大会、東京

大学 

大門 毅（2019）西川経済学と平和構築の接点：アマルティア・センとの比較、日仏経済学会 全国大会、早稲

田大学 

Daimon, T. (2019), Law and Gender Inequality in Muslim Countries: Jordan and Tunisia, 2019 

International Conference on Contemporary Labor Economics, Hong Kong / Shenzhen, China 

Daimon, T.(2019), Law and Gender Inequality in Muslim Countries  International Conference on 

Social Sciences, Phuket, Thailand 

☆豊泉 洋 学会発表 

豊泉 洋、三好直人、広義詳細 Palm 確率測度と奇妙な集団到着モデル、待ち行列シンポジウム 2019, 

横浜 2020 

2019 

H. Toyoizumi, The Battle between Infinite Server and Heavy-tailed Arrivals,  INFORMS, Applied 

Probability Symposium (APS 2019), Brisbane 2019 

H.Toyoizumi and J. Field,  A Markov Model of Eusociality at its Origin, MMEE 2019, Lyon 2019 

ソンシリヤンダンアンジェロ 、豊泉 洋、ブランドランキング変化を利用したブランド分類法 、日本

オペレーションズリサーチ学会春季研究発表会、千葉、2019 

江頭 大、豊泉 洋、介護施設における適正規模と適正サイクルのマネジメント手法日、、オペレーシ

ョンズリサーチ学会春季研究発表会、千葉、2019 

☆パク サン

ジュン 
学会発表 

Baak, S. (2019), The impacts of exchange rates on the machinery exports from China, Japan and 

Korea to the US, 18th annual conference of “Korea and the World Economy,” June 2019, Yanbin 

University, Yanji, China 

☆伊藤秀史 学会発表 

伊藤秀史(2019)，Changing Japanese Contracting Practices Meet Theories of Relational Incentive 

Contracts(日本的取引慣行の変化と関係的インセンティブ契約の理論)，法と経済学会 2019 年度(第 17

回)全国大会，駒澤大学 

☆笠島洋一 
学会発表

（単独発

表） 

Kasajima, Y. and M. Toda “Singles monotonicity and stability in one-to-one matching problems,” 

2019 Conference on Economic Design、ブダペシュト・コルヴィヌス大学（Corvinus University of 

Budapest）（ブダペスト・ハンガリー）[査読有]、2019 年 6 月 12 日。 

☆毛利裕昭 学会発表 

毛利裕昭（登壇）、富樫 耕介、 
外部圧力を考慮した提携一致度による分離主義紛争発生の解釈 
日本オペレーションズ・リサーチ学会 2019 年秋季研究発表 
小林七海（登壇）、白鳥美珠、加山黎、毛利裕昭（登壇） 
今のウクライナの若者は何を考えているのか(化粧・日本語学を中心に）－ウクライナ・トップ大学ア

ンケートによるー 
ウクライナ研究会第 42 回定例研究報告会(ウクライナ研究会)2019 年 12 月 14 日 

☆谷口みゆき 学会発表 
Taniguchi, M. (2019), Has income inequality caused consumption inequality of art and culture 

in Japan?, 文化経済学会＜日本＞2019 年度春季大会, 名城大学 

◎赤星 立 学会発表 

T. Akahoshi, "Integration of multiple criteria: general properties of the  lexicographic and 

constrained maximality (with Yoichi Kasajima)" Conference on Economic Design 2019, Budapest, 

Hungary, June 13, 2019. 

◎張  艶 学会発表 

「An Empirical Study on the Relationship between Chinese and International Stock Markets」張

艶 2019 Korean Economic Review International Conference, Korean Economic Association, Seoul, 

South Korea  2019 年 8 月 8 日 
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整理番号 2019-13 

研究課題 生産組織の選択をめぐる労使関係と経済史 

研究業績の概要・成果発表等 

2019 年度は計画初年度であり、微視的な対象から検討を開始した。醸造業では東北地方における醸造

業者の経営資料（野辺地、八戸など 3 社）を発掘し、撮影を進めた。醸造業以外についても、財閥におけ

る多角化の意味、産業政策の経済発展に対する影響、休暇のもつ意義など、分科会構成員のそれぞれの専

門に即した実証研究に着手している。今後は「生産組織｣の歴史的推移を計量的に把握し、併せてその選

択に関わる生産技術、労働市場などの条件を多角的・歴史的に把握することを試みる。 

 

（１）論文・著書 

研究所員名 

業績種別 

（論文・単

著・共著・研

究ノート等） 

発表論文名・著書名 等 

☆池尾愛子 

論文・単著 

鈴村裕輔、望月詩史、上田美和、池尾愛子、増田弘「戦時下の石橋湛山の言論活動と対外発信――研究

プロジェクト B 成果報告――」『石橋湛山研究』第 3 号、121-148 頁  戦時下の石橋湛山の対外発信

活動（The Oriental Economist (OE)、『大陸東洋経済』、『香港東洋経済』）を検証した結果、英文のLeading 

Articles のほとんど（全部ではない）は、国内の『東洋経済新報』や他の２つの海外和文誌の和文記

事の翻訳や縮約版であることが分かった。換言すれば、石橋は国内でも戦時統制経済が失敗しつつあ

ることを明言していた。つまり、価格統制下であるにもかかわらず、闇市場でインフレが発生してお

り、政府の指令通りの生産活動が行うことができなくなっていたことをはっきり述べ、政府が生産組

織の管理に乗り出すべきことを提言していた。  この研究のおかげで、多くの研究者が The 
Oriental Economist の位置づけを知り、この英文雑誌を英語での研究発信に利用できるようになると確

信している。 

問題提起 

池尾愛子「【問題提起】復興期の経済思想」（国際シンポジウム「戦後復興期の経済思想」実施報告）『日

本経済思想研究』第 20 号、19-22 頁  戦後日本の経済体制は復興期の経済政策によって形成された

と、海外の研究者たちが論じてきたことを踏まえて、日本の研究者たちがそれに応じるかたちになった。 

池尾はこの延長で、2019 年 9 月に北京大学で集中講義を実施して好評を得た。 

☆小倉一哉 

論文・単著 
「働く人の休暇問題と改善策」『三田評論』No.1232, 2019 年 4 月, 26-30.  

論文・単著 
「日々の努力なくして働き方は改革できない」『労働調査』2020 年 3 月, 4-10.  

☆矢後和彦 

論文・単著 

“Convergence and divergence over the growth paradigm: the OECD Working Party 2 and the Japanese 

“Doubling National Income Plan” (1961-1970), Kazuhiko YAGO, in Revue Economique (forthcoming). 

論文・単著 

“Japanese Aid and Economic Growth during the 1960s and early 1970s”, Kazuhiko YAGO, in Revue 
Française d’Histoire Economique, no.11-12, 2019, pp.204-224, 2019.  

共著 

Handbook of the History of Money and Currency, Stefano Battilossi, Youssef Cassis and Kazuhiko 
Yago (eds.), Springer. 2020,（全 40 章、Introduction pp.1-41 を担当） 
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◎安元 稔 単著 
『イギリス歴史人口学研究 ― 社会統計にあらわれた生と死 ― 』名古屋大学出版会、2019 年 6 月 

（全５章） 

◎柳澤 遊 

論文・単著 
「福山市中心市街地商店街の展開過程」張楓編著『備後福山の社会経済史』日本経済評論社、2020 年 2

月、第 5章、197－230 頁 

書評 
「日本植民地研究会編『日本植民地研究の論点』」『社会経済史学』85 巻 4号、 

2020 年、113－115 頁 

論文・単著 

「鮮満一体化」政策期の在朝日本人の「満洲」地域移動」木村健二ほか編『近代朝鮮の境界を超えた人

びと』日本経済評論社、2019 年 2 月、79－110 頁。 

◎井上雄介 

論文・単著 
「日清・日露戦後経営下における産業政策の再検討」,『社会経済史学』,84(4), pp465-486, 2019。 

論文・単著 
「三菱財閥による多角化戦略の再検討」,『三菱史料館論集』, 第 20 号,2019。 

社外報・共

著 

「産業連関分析の仕組みとプロセス」, EY 新日本有限責任監査法人『情報センサー』,2020。 

（２）学会発表 

研究所員名 業績種別 発表タイトル・発表者名 等 

◎高橋弘幸 学会発表 法政大学小池和男研究会報告「小池先生追悼企画-小池経済学の異色性」2019 年 11 月 17 日 

◎小杉亮介 学会発表 
小杉亮介「近代青森県の醤油味噌醸造業者の販売にみる青森県・北海道の市場環境変化の影響―青森県

上北郡野辺地町・ヤマサンの事例を通して―」（2019 年 9 月 21 日 経営史学会関東部会 9 月例会） 

◎小杉亮介 学会発表 
小杉亮介「近代青森県の醤油味噌醸造業者の販売動向からみる醸造業経営の展開過程―青森県上北郡野

辺地町・野坂味噌醤油店の事例を通して」―（2019 年 10 月 26 日 第 55 回経営史学会全国大会） 
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２．事業活動 

 
1．運営 

１．管理委員会 

第 1 回 2019 年 4 月 10 日(水) 

1) 2019 年度研究員人事の件 

2) 2019 年度事業計画書・予算書（案）の件 

3) 2019 年 9 月採用助手募集の件 

 

第 2 回 2019 年 5 月 15 日(水) 

1) 研究員人事の件 

2) 2018 年度事業実績報告書・決算書（案）の件 

3) 2019 年度分科会研究費配分（案）の件 

 

 

２．運営委員会 

第 1 回 2019 年 7 月 10 日（水) 

1) 2019 年 9 月採用助手新規嘱任の件 

2) 特別事業予算運用に関する規程の件 

3) 運営委員代理出席に関する申し合わせの件 

4) 研究分科会設置期間変更の件 

5) 運営委員代理出席に関する申し合わせの件 

6) 受託研究の件 

 

第 2 回 2019 年 10 月 9 日(水) 

1) 研究員人事の件 

2) 産業経営研究所長候補者の選出に関する内規改正の件 

3) 助教・助手の任期延長の件 

4) 助手学外兼職の件 

5) 受託研修の件  

 

第 3 回 2019 年 12 月 18 日(水) 

1) 助教退職の件 

 

第 4 回 2020 年 1 月 15 日(水) 

1) 2020 年 9月 採用助手募集の件 

2) 研究員人事の件 

3) 内規改正の件 

4) 2 0 2 0年度研究分科会募集・継続の件 

5) 2 0 1 9年度研究業績評価の件 

6) 産研ジャーナルランクリスト改訂の件 

7) 産研フォーラムの件 
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第 5 回 2020 年 3 月 4 日(水) 

1) 研究員人事の件 

2) 助手学外兼職の件 

3) ２０２０年度アカデミックファーラム or 産研フォーラムの件 

4) 若手研究員の研究活動支援の件 

 

2．研究 

（1）研究分科会の設置 

2018 年度からの継続 8 分科会および 2019 年度の新設 5 分科会の計 13 分科会を設置

し、研究会等を随時開催した。 

 

（2）産研講演会、産研フォーラム、産研アカデミック・フォーラムの開催 

1) 産研講演会（57 回） 

日 講   師 テーマ 

4 月 8 日（月） 
Pankaj Agrrawal 氏 
Professor, Maine Business School,  
University of Maine, USA 

Waseda Organizational and Financial 
Economics Seminar 
Volatility reduction and return consistency in a  
multi-asset framework 

4 月 16 日（火） 
Yoo Jung Ha 氏 
Lecturer, York Management School,  
University of York 

Foreign MNEs and eco-innovation in local firms:  
The Mediating effect of imitation 

4 月 18 日（木） 

Angelo Riva 氏 
Dean of research,  
European Business School-Paris 
 (高等研究所訪問学者)  

Flight-to-Safety and the Credit Crunch:  
A New History of the Banking Crisis in France  
during the Great Depression 

4 月 22 日（月） 
William Cheung 氏 

早稲田大学商学学術院 
准教授 

Waseda Organizational and Financial 
Economics Seminar 
The Effect of Stock Liquidity on Debt-Equity Choices 

4 月 22 日（月） 
Dr. Mark H. Lang 氏 
Professor of Accounting 
The University of North Carolina 

Regulatory Cooperation and Foreign Portfolio Investment,  
joint paper withMark Maffett (The University of  
Chicago Booth School of Business),  
James Omartian (Stephen M. Ross School of Business, 
the University of Michigan),and Roger Silvers 
 (David Eccles School of Business, the University of Utah) 

4 月 27 日（土） 

Markus Reitzig 氏 
Professor, Department of  
Business Administration, 
University of Vienna 

Endogos Status 

5 月 9 日（木） 
木村 公一朗氏 

JETRO アジア経済研究所 
副研究員 

中国企業の成長： 

イノベーティブからイノベーションへ 

5 月 13 日（月） 
伊藤 秀史氏 

早稲田大学商学学術院 

教授 

Waseda Organizational and Financial 
Economics Seminar 
Image Concerns in Teams 

5 月 20 日（月） 
Keith Wong 氏 
Faculty of Business and Economics, 
University of Hong Kong, China 

Waseda Organizational and Financial 
Economics Seminar 
Optimal Effort in a Two-Period Model 
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5 月 25 日（土） 

Greg Reilly 氏 
Associate Professor, School of  
Business,  
University of Connecticut 
 
Alfred Marcus 氏 
Professor, Carlson School of  
Management, University of  
Minnesota 

早稲田大学イノベーション研究所シンポジウム 

5 月 27 日（月）  

後藤 晶氏 
明治大学情報コミュニケーション学部 
専任講師 
 
土方 良幸氏 
元 Citibank カヴァレジバンカー 
海外ドラマ批評家 82 年商学部卒 

Waseda Organizational and Financial 
Economics Seminar 
 
 
オンライン実験の可能性と今後の課題 
“外資系企業”で成功するには！ 

5 月 28 日（火） 
Mattias Brauer 氏 
Professor, Business School  
University of Mannheim 

Dear CEO: How Activist Investors’ Rhetoric Influences 
 Campaign Success 

6 月 1 日（土） 岩本 桂一氏 
外務省 中国・モンゴル第一課長 昭和から平成、そして令和へと続く日中関係 

6 月 3 日（月） 篠 潤之介氏 

早稲田大学国際学術院講師 

Waseda Organizational and Financial 
Economics Seminar 
Stock Lending Market and the BOJ’s ETF  
Purchasing Program: Micro-data Analysis 

6 月 10 日（月） 
趙 瑋琳氏 
㈱富士総研経済研究所 
上級研究員 

中国におけるプラットフォームイノベーションと 
ICT 企業 

6 月 10 日（月） Saang Joon Baak 氏 

早稲田大学国際学術院教授 

Waseda Organizational and Financial 
Economics Seminar 
Physical investment of Japanese firms during QE  
and non-QE periods: Did the transmission mechanism  
work? 

6 月 11 日（火） 
Marie-Claude  L ‘Homme 氏 
Professor,  
Observatoire de linguistique Sens-Texte 
(OLST),Département de linguistique et de  
traduction, Université de Montréal 

The DiCoEnviro: a resource to discover and  
understand relations between environmental 
terms 

6 月 13 日（木） 
南川 秀樹氏 

一般財団法人 
日本環境衛生センター理事長 

中国における環境問題の貢献 

6 月 18 日（火） 
Man Woo lee 氏 
Professor of Accounting 
Korea University 

Consolidation of financial statements:  
The Shinhan Bank case  

6 月 24 日（月） 
Bihong Huang 氏 

〔Research Fellow,  
Asian Development Bank Institute〕 

Waseda Organizational and Financial 
Economics Seminar 
Unconventional Monetary Policy and Firm  
Performance:  Evidence from Japan 

6 月 25 日（火） 
Andreas Pyka 氏 
Professor, Institute of Economics, 
University of Hohenheim 

Productivity Slowdown or  
Transformation toward Sustainability? 
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7 月 1 日（月） 
府川 信幸氏 
Associate Professor of Marketing, 
Missouri University of  
Science and Technology 

マーケティングにおけるビッグデータの可能性 

7 月 4 日（木） 
Jean-Baptiste Meilhan 氏 
Institut Fourier,  
Universite Grenoble Alpes 

Knotted annuli in 4-space and Milnor-type invariants 

7 月 5 日（金） 

Guang-Lih Huang 氏 
Associate Professor, Department of 
Strategy and Policy, 
National University of Singapore 

Institutional Regime Shift in UPR and  
Firm Innovation Strategies in China: Evidence  
from 2 Major Studies 

7 月 8 日（月） 

新田 隆司氏 
一橋大学大学院 
経営管理研究科 
博士後期課程 

Waseda Organizational and Financial 
Economics Seminar 
Does R&D Need Stable Shareholders? 
Breaking Down Investments into Different Natures in  
R&D 

7 月 8 日（月） 
深澤 良彦氏 

DIC エステート株式会社 

保険部副部長 

保険会社の立場からの 
企業リスクマネジメントへの提言 

7 月 12 日（金） 

Tony Kang 氏 
Associate Professor and  
Deloitte Chair in Accounting  
University of Nebraska Lincoln 

Borrower-Lender  
Cross-Ownership and Voluntary Disclosure 

7 月 13 日（土） 

Tony Vashevko 氏 
Postdoctoral Fellow  
at the ESSEC Business School,  
Singapore 
 
Petter Holme 氏 
Specially Appointed Professor,  
Institute of Innovative Research,  
Tokyo Institute of Technology 
 
佐山 弘樹氏 
Professor,  
Systems Science and Industrial  
Engineering, Binghamton University 

Category emergence from producer exploration 
 
 
 
 
New methods to analyze temporal networks 
 
 
 
How Do Network Structure and Individual  
Diversity Affect Collective Innovation and  
Social Evolution ? Theoretical, Computational and  
Experimental Approaches 

7 月 13 日（土） 
柳 良平氏 
エーザイ株式会社常務執行役 CFO 
兼早稲田大学客員教授 

「次世代の CEO、CFO に求められる力：教育と人材」 

「次世代の CFO の財務・非財務戦略の理論と実践」 

日本経営分析学会、日本ディスクロージャー研究学会 

7 月 18 日（木）  
山田 宗俊氏 
SBI R3 Japan 株式会社 

ビジネス開発部長 
ブロックチェーンの本質的理解と最新事例 

7 月 22 日（月） 石川 竜一郎氏 
早稲田大学国際学術院准教授 

Waseda Organizational and Financial 
Economics Seminar 
Cognitive ability and mispricing 

7 月 29 日（月） 

Giang Nguyen 氏 
名古屋商科大学 
経済学部 
専任講師 

Waseda Organizational and Financial 
Economics Seminar 
Venture Capital and Method of  
Payment in Mergers and Acquisitions 
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7 月 29 日（月） 
Ishtiaq P. Mahmood 氏  
Professor,  
National University of Singapore 

Doing Research in Asia and Trying to Publish: 
My Journey from a Student to a "Professional" 
Academic 

8 月 23 日（金） 

Chirantan Chatterjee 氏 
Associate Professor &  
ICICI Bank Chair Indian Institute of  
Management 

Intellectual Property Regimes and Wage Inequality 

10 月 7 日（月） 秦 劼氏 

立命館大学 経済学部 教授 

Waseda Organizational and Financial 
Economics Seminar 
Regret-based Asser Princing Model 

10 月 15 日（火） 

Kim Seung Woo 氏 
Research Fellow,  
Graduate Institute of International  
and Development Studies 

The financial roots of European disintegration? 
The European Unit of Account and  
the history of Eurobond market ewvisited, 
1956-1973 

10 月 18 日（金） 
Romain Huret 氏 
Ecole des Hautes  
Etudes en Science Sociales 教授 

Tax the Unmarried! Singles’ Tax Penalty in  
Historical Perspective 

10 月 19 日（土） 
Melissa A. Schilling 氏 
Professor, New York  
University Stern School of Business 

Fostering Breakthrough Innovation 

10 月 21 日（月） 
Frank Moraux 氏 
Professor, Finance,  
Universite de Rennes 1, France 

Waseda Organizational and Financial 
Economics Seminar 
Recent Advances in Corporate Debt Restructuring 

10 月 28 日（月） 
藤谷 涼佑氏 

一橋大学商学研究科 
博士後期課程 

Waseda Organizational and Financial 
Economics Seminar 
Mandatory financial reporting frequency and  
external finance : Evidence from quasi-natural  
experiment 

11 月 11 日（月） 本西 泰三氏 

関西大学 経済学部 教授 

Waseda Organizational and Financial 
Economics Seminar 
Is Financial Literacy Dangerous?: Financial Literacy, 
Behavioral Factors,  
and Financial Choices of Households 

11 月 12 日（火） 

飯嶋 秀樹氏 

オルバイオ株式会社代表取締役 

同志社大学 STEM 

人材研究センター研究員 

日本の物理学論文数が減少した社会的背景と 
そのメカニズム 
―「知識と人」社会循環モデルによる説明― 

11 月 15 日（金） 
Patrick Fridenson 氏 
Ecole des Hautes Etudes en  
Science Sociales 教授 

New perspectives on 20th-century European retailing 

11 月 19 日（火） 
Marco Fasan 氏 
Ricercatore, Università Ca' Foscari  
Venezia 

Integrated Reporting, external  
and internal dimensions 

11 月 22 日（金） 
Xiaobo WU 氏 
ChangJiang Chair Professor Faculty 
Sciences, Zhejiang University 

Business model innovation in China 
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12 月 3 日（火） Pierre-Yves Donze 氏 

大阪大学経済学部 教授 
Political risk and the global expansion of  
firms during the cold war:Nestle in Asia(1945-1970) 

12 月 9 日（月） 
北原 基彦氏 

日本経済研究センター 

主任研究員 
高齢化する中国の経済と社会のゆくえ 

12 月 9 日（月） 

鈴木 史馬氏 
成蹊大学 経済学部 教授 

結城 武延氏 

東北大学 経済学研究科 准教授 

Waseda Organizational and Financial 
Economics Seminar 
関東大震災と株式市場 

12 月 14 日（土） 

Leonard Lee 氏 
Associate Proffessor, 
National University of Singapore 
釘原 直樹氏 
東筑紫短期大学 教授 

消費者行動研究所シンポジウム 

消費者行動研究における実験アプローチ 

12 月 19 日（木） 
周 立氏 

台北駐日経済文化代表処 

経済部部長 

台湾概況と日台経済関係 

12 月 20 日（金） 
上田 敏満氏 
Assistant Professor, Copenhagen  
Business School 

Operational Holding Companies and Modularity 
 in Multinational Management  

12 月 23 日（月） 和田 良子氏 
敬愛大学 経済学部 教授 

Waseda Organizational and Financial 
Economics Seminar 
The effect of higher-order risk preferences  
on altruistic financial choices 

12 月 25 日（水） 

田中 恭輔氏 
Northwestern University  
Ph.D. Candidate in Computational  
Social Science 

The Dynamics of Network Awareness 

1 月 20 日（月） 

今仁 裕輔氏 
一橋大学博士後期課程 

平岩 拓也氏 

一橋大学修士課程 

Waseda Organizational and Financial 
Economics Seminar 
企業の連鎖倒産と銀行関係 

1 月 21 日（火）  
神谷 信一氏 
南洋理工大学  

南洋ビジネススクール 准教授 

Reputation, market discipline and guaranty funds  
in life insurance  
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1 月 27 日（月） 

◆講演◆ 

滝沢 智 

東京大学大学院工学系研究科 教授  

附属水環境工学研究センター長 

 

岩﨑 宏和  

宮城県企業局技監兼次長（技術担当） 

 

 

佐藤 裕弥 

早稲田大学総合研究機構 

水循環システム研究所  

主任研究員・准教授 

 

 

 

◆パネルディスカッション◆ 

 

 

パネリスト： 

宮﨑 正信 
日本水道工業団体連合会(水団連) 

専務理事 

 

岩﨑 宏和 

宮城県企業局技監兼次長（技術担当） 
 

佐々木 猛 

夕張市土木水道課上下水道管理係 

係長 

 

東島 健 

箱根水道パートナーズ株式会社取締役 

箱根水道センター所長 

 

古澤 文人 

株式会社水みらい小諸代表取締役社長 

 

基調講演  

「水道法改正を踏まえた今後の水道事業の在り方」 

 

 

事例報告  

「宮城県における水道・下水道・工業用水道一体型の 

コンセッション導入」 

 

研究報告 

「改正水道法施行と PPP/PFI、広域化の推進に関する 

意向調査結果報告」 

 

 

 

 

「上下水道の官民連携と災害」～官民連携導入と災害時への

応のポイントを探る～ 
 

 

水道法改正と官民連携における今後の課題について 

 

 

 

みやぎ型コンセッションの導入と 

災害リスクへの対応の考え方 
 

北海道胆振東部地震の際の対応状況と 

PFI 事業実施状況の現状と評価 

 

 

台風 19 号における対応と 

水道包括委託の受託会社の活動状況 

 

 

台風 19 号の災害時への対応状況と指定管理者制度を 

活用した民間主体の水道事業運営会社の事業展開 

2 月 3 日（月） 小野 武美氏 

東京経済大学 経営学部 教授 

Waseda Organizational and Financial 
Economics Seminar「所有と経営の分離」 
下における株主主権的会計行動 
―戦前の企業統治と会計行動― 
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2) 第 27 回産研アカデミック・フォーラム 

「文化を科学する：進化論で社会を理解する」 

日時・場所 講師 テーマ 

7 月 27 日（土） 

早稲田キャンパス

11 号館 501 教室 

◆講演◆ 
佐々木 宏夫 

商学学術院 教授 
 
 
井原 泰雄 

東京大学 大学院理学系研究科 講師   
 
 
松前 ひろみ  

東海大学 医学部 

基礎医学系分子生命科学 特任助教  
 
 
田村 光平 

東北大学  

学際科学フロンティア研究所 助教  
 
 
中丸 麻由子 

東京工業大学 環境・社会理工学院 
准教授  

 
 
◆パネルディスカッション◆ 
司会：佐々木 宏夫 
パネリスト： 

各講演者、里見 龍樹 

人間科学学術院 准教授 
 

 
イントロダクション  
 
 
 
 
「文化の小進化と大進化」  
 
 
 
「言語の文化進化はどこまで分かったか 

〜生物進化との対比から〜」  
 
 
 
「考古学における文化進化：過去の文化ダイナミ

元をめざして」 
 
 
 
「制度や慣習を進化ゲーム理論で解析する」  

 

（3）受託共同研究 

機関名：株式会社早稲田アカデミックソリューション 

研究者：井上 達彦 教授 

「大学を核とした研究開発エコシステムに関する事例研究」 

 

機関名：独立行政法人 日本学術振興会 

研究者：三橋 平 教授 

「経営学分野に関する学術研究動向‐組織論・戦略研究の新たな潮流」 

 

機関名：一般社団法人 実践コーポレートガバナンス研究会 

研究者：山野井 順一 准教授 

「日本企業の役員の役割と行動についての調査」 

 

（4）研究成果の刊行 

1) 『第 26 回 産研アカデミックフォーラム』報告書 

産研アカデミックフォーラムの内容をおさめ、報告書として発行した。 

2) 『第 27 回 産研アカデミックフォーラム』報告書 

産研アカデミックフォーラムの内容をおさめ、報告書として現在作成中。 
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3．教育 

（1）公開講座 

研究成果を学生諸君にも発表し、教育への還元を図るため、随時公開講座を行うこと

としているが、2019 年度は実施しなかった。 

 

（2）受託研修 

以下の研修事業を受託・実施した。 

 

EY Next Generation Academy 2019 Japan (Advanced Program) 

コーディネーター：高瀬 浩一 教授・村瀬 俊朗 准教授 

 

チュラロンコーン大学 WASEDA Visit Program 

コーディネーター：矢後 和彦 教授 

 

復旦大学 WASEDA Visit Program 

コーディネーター：矢後 和彦 教授 

 

重慶大学 

コーディネーター：高瀬 浩一 教授 

 

復旦大学 Post-EMBA Program WASEDA Visit 2019 

コーディネーター ：村瀬 俊朗 准教授 

 

東京都 観光経営人材育成プログラム 

コーディネーター：長谷川 惠一 教授 

 

（3）ビジネスプランコンテスト 

応募件数 365 件のうち、審査を通過した 6 組によるプレゼン大会を 7 月 23 日（火）

に大隈記念講堂にて開催した。 
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4．図書・資料の収集 

外国雑誌の継続購入を優先し、内外統計書、社史、団体史、各種 CD-ROM 等を収集した。 

 

2019 年度 産業経営研究所 図書・資料収集状況 

内 訳 購入 寄贈 合計 

図 書 [冊] 

統計書 132 18 150 

社 史 0 11 11 

その他 45 1 46 

[ 合 計 ] 177 30 207 

雑 誌・和 [種類数] 0 0 0 

雑 誌・洋 [種類数] 23 0 23 

CD-ROM/DVD [種類数] 5 1 6 

E-BOOK・和［タイトル数］ 0 0 0 

E-BOOK・洋［タイトル数］ 15 0 15 

DB [種類数] 4 0 4 

 
5．主要業務 

下記業務を分担した。 

【所長】研究所総括、管理、運営 

2019 年 4 月 1 日～2020 年 3 月 31 日   高瀬 浩一 

 

【副所長】研究所運営のための企画、立案、研究成果の刊行、図書・資料整備 

2019 年 4 月 1 日～2020 年 3 月 31 日   村瀬 俊朗 

 

【事務長】研究所事務責任者 

2019 年 4 月 1 日～2020 年 3 月 31 日   鈴木 勉 
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３．役職者・運営委員・助手

2019.4.1～2020.3.31

所　　長

副 所 長

管理委員

川村　義則

佐々木 宏夫 沢田　　賢 嶋村　和恵 鈴木　孝則

佐々木博之 （任期2016.4.1～2019.3.31）

（任期2018.9.1～2021.8.31）

高坂　啓介 （任期2019.9.1～2022.8.31）

　高瀬　浩一

　村瀬　俊朗

武井　　寿

奥村　雅史

秋葉　賢一 伊藤　嘉博 井上　達彦

中村　信男

村瀬　俊朗

花井　俊介

矢後　和彦

鳥田　友起

助手

小川　利康

恩藏　直人 片山　　東

長谷川 惠一

高瀬　浩一

山野井　順一 横田　一彦

森田　　彰 八重倉　孝

中出　　哲

広田　真一 藤田　　誠
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商学学術院総合研究所
（産業経営研究所）

Research Institute of
the Faculty of
Commerce

(Research Institute of 
Business 

Administration)

商学部

School of
Commerce

大学院
商学研究科

Graduate 
School 
of

Commerce

大学院
会計研究科

Graduate 
School 
of

Accountancy

大学院
経営管理研究科

Graduate School 
of

Business and
Finance

商学学術院
Faculty of 
Commerce,

Waseda University

ビジネス・ファイナンス
研究センター

Institute for 
Business and Finance

4.商学学術院構成図
（2017.9.1～）

４． 商学学術院構成図

　　 （2017.9.1 ～）
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５．『産業経営』投稿規程 
2 0 1 5 年 3月 4日改訂 

1. 【投稿原稿の内容】 
(1) 投稿原稿は、産業経営に関する問題をテーマとした研究とする。 

(2) 投稿原稿は、未公刊であり、かつ、他誌で査読中のものであってはならない。 

(3) 投稿原稿に使用する言語は、日本語または英語とする。 

2. 【投稿原稿の種類】 
(1) 投稿原稿は、研究論文または研究ノートとする。 

(2) 投稿時に論文として申請したものであっても、編集委員会が委嘱した審査員の審査に基づき、

研究ノートとすることを掲載条件とする場合がある。 

3. 【投稿料】 
 投稿料は、無料とする。 

4. 【原稿の投稿】 
(1) 投稿者は、投稿締切日までに、原則として、所定のファイル形式によって保存した原稿を指定

されたメールアドレスに送付するものとする。 

(2) 投稿の締切日は、原則として、1月末日および7月20日とし、年２回審査を実施する。 

5. 【掲載決定論文の原稿データの送付】 
(1) 編集委員会が委嘱した審査員の審査に基づき、投稿原稿の掲載が決定した場合、編集委員会よ

り、投稿者にその旨を通知する。 

(2) 上記(1)の通知を受けた者は、審査員または編集委員会が指摘した事項を加筆・修正のうえ、所

定の期日までに、原則として、所定のファイル形式によって保存した原稿を指定されたメールア

ドレスに送付するものとする。 

6. 【掲載決定論文の校正】 
（1）掲載決定論文の執筆者校正は、原則として、初校のみとする。 

（2）1月末日締切の論文および7月20日締切の論文の校正は、各々原則として6月および12月までに完

了予定とする。 

7. 【刊行】 
   （1） 「産業経営」は毎年１回６月に刊行し、原則として前年7月20日締切分および当年1月末日締切

分のうちの掲載決定論文を掲載する。 

（2） 掲載決定論文は、校正が完了し次第、早稲田大学産業経営研究所のウェブサイトにおいて「産

業経営」の掲載予定号を明記して公開する。  

8.【抜刷等の送付】 
(1) 当研究所および編集委員会は、投稿者に原稿料を支払わないが、『産業経営』刊行後、冊子本体

5部および抜刷30部を無料で送付する。 

(2) 掲載原稿および抜刷には、投稿受付日および採択決定日を記載する。 

9.【著作権】  
(1) 掲載論文の著作権は、当研究所に帰属するものとする。 

(2) 『産業経営』刊行後、著者は掲載論文を複製・転載の形で利用することができる。ただし、その

場合、著者はその旨を当研究所所長宛に書面で通知し、複製・転載先には初出を明記しなければ

ならない。 

10.【その他】 
投稿締切日、投稿規程、執筆要領等を改訂した場合は、これらを早稲田大学産業経営研究所の

ウェブサイト上にて公開するものとし、原則として、投稿者に個別に通知は行わない。 

【投稿先および問い合わせ先】 
  早稲田大学産業経営研究所『産業経営』編集委員会 

   〒169-8050 東京都新宿区西早稲田1-6-1 

   TEL：03-3203-9857 

FAX：03-3202-4274 

   E-mail：businessreview@list.waseda.jp 

   URL：http://www.waseda.jp/sanken/ 
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６．『産業経営』執筆要領 

2015年3月4日改正 

 

1. 【使用言語】 

(1) 使用言語は、日本語または英語とする。 

(2) 投稿者の母語以外の言語を使用する場合は、投稿前にネイティヴチェックを受けるものとする

（下記3.【投稿者等に関する記載】(2)の要旨を含む）。 

 

2. 【書式】 

(1) 原稿は、原則として、Microsoft Wordにより作成するものとする（手書原稿は受理しない）。 

(2) 原稿は、A4版用紙に横書きで作成するものとする。 

(3) 原稿は、1ページあたり43字×32行（刷り上がりの本文の字数および行数）で作成することが望

ましい。 

(4) 原稿の本文、注、参考文献のフォントは10.5ポイント以上とする（査読のため）。 

(5) 現行の図表のレイアウトは、原則として、下表の通りとする。 

 

区分 フォント サイズ 配置等 

図表見出し ゴシック体（太字） 8ポイント 中央揃え（図表の上につける） 

図表内の文字・データ 明朝体 8ポイント 執筆者指定 

図表単位等 明朝体 7ポイント 執筆者指定 

図表下注・出所 明朝体 7ポイント 右寄せ 

※節・項の区切りおよび図表の前後には１行ずつスペースを入れること。 

※ただし、図表の書式は、誌面構成を考慮して、編集委員会が変更する場合がある。 

 

(6) 原稿は、原則として、下記3.【投稿者等に関する記載】を除き、論文の場合は54,000字以内、

研究ノートの場合は14,000字以内に本文、図表、注および参考文献を収めるものとする。なお、

図表については、（図表に要する行数）×43字を当該図表の文字数とみなす。 

 

3. 【投稿者等に関する記載】 

(1) 投稿原稿には、次の内容を記載した表紙をつけるものとする。 

(a) 主題（タイトル）および副題（サブタイトル） 

(b) 論文または研究ノートの別 

(c) 著者全員の氏名および所属 

(d) 投稿者（著者が単数の場合は当該著者。著者が複数の場合は代表者として申請された者。以下

同じ）の氏名、連絡先（郵便番号、住所、電話番号、メールアドレス） 

(2) 表紙の次のページには、次の内容を記載するものとする。 

(a) 主題（タイトル）および副題（サブタイトル）（日本語） 

(b) 著者全員の氏名（日本語） 

(c) 要旨（日本語。800字以内） 

(d) キーワード（日本語。5-10個） 

(e) 主題（タイトル）および副題（サブタイトル）（英語） 

(f) 著者全員の氏名（英語） 

(g) 要旨（英語。250語以内） 

(h) キーワード（英語。5-10個） 
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4. 【節・項のナンバリング】 

節・項のナンバリングは、次の要領で行うものとする（ローマ数字の使用および数字のない節・

項を設けてはならない）。 

 

1. ＊＊＊＊ 

2. ＊＊＊＊ 

  2.1. ＊＊＊＊ 

   2.1.1. ＊＊＊＊ 

   2.1.2. ＊＊＊＊ 

 2.2. ＊＊＊＊ 

3. ＊＊＊＊ 

 

5. 【日本語論文の文章表記】 

(1) 日本語論文では、原則として、新仮名遣い、新字体を使用するものとする。 

(2) 日本語論文では、原則として、当用漢字を中心とし、難しい漢字の使用は避けるものとする。 

(3) 日本語論文では、句点（。）および読点（、）を併用するものとし、原則として、ピリオド（.）

およびカンマ（,）は使用しない。 

(4) 日本語論文では、傍点は該当する文字の上に打つものとする。 

 

6. 【日本語論文の数字の表記】 

(1) 日本語論文では、原則として、算用数字を使用するものとし、漢数字の使用は熟語、成句およ

び固有名詞の場合にのみ認める。 

(2) 上記(1)にかかわらず、概数を表記する場合は、漢数字を使用するものとする（例：数十日、何

千人）。 

(3) 上記(1)にかかわらず、桁数が大きくなる場合には、必要に応じて単位語（例：兆、億、万）を

用いることも認めるが、この場合は、位取りのカンマを使用しない（例：「7万6000人」または

「76,000人」は可。「7万6,000人」は不可）。 

 

7. 【数式等の表記】 

(1) 変数は、イタリック（斜体）で表示するものとする（例：x、y、z）。 

(2) ベクトルは、ゴシック体かつ太字で表示するものとする（例：A、B、C）。 

 

8. 【図表】 

(1) 図表を挿入する場合、図表の上に図表番号およびタイトルを付けるものとする。なお、図表番号

は、投稿論文全体の通し番号とし、節ごとに振り直してはならない（例：「図表10」は可。「図表

1.3」は不可）。 

(2) 図表は、原稿の適切な箇所に配置しておくことが望ましい。また、図表を本文と別のページに

一括して作成する場合には、刷り上がりを考慮して挿入箇所を明記しなければならない。 

(3) 他の文献の図表を参照する場合は、図表の下に出所を明記するものとする。なお、出所の記載

方法は、原則として、下記9.【注・参考文献】に準拠するものとする。また、この場合、当該図

表についての著作権に関する問題は、著者の責任において、原稿の投稿前に処理しておくものと

する。 
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9. 【注・参考文献】 

(1) 本文中で引用箇所を表示する必要がある場合、引用文献の著者名、発表年および引用ページ（省

略可）を記載するものとする（例：大隈（1992：74））。 

(2) 引用箇所は、本文中で表示するものとする。 

(a) 引用箇所は、両括弧によって表示するものとする。 

(b) 括弧内には、引用文献の著者名（名字のみ）、発行年（西暦）および引用ページ（省略可）を

次の要領で記載するものとする。 

 

例： ① 引用文献が単数の場合 （大隈_1994：36） 

② 引用文献が複数の場合 （大隈_1997：52；高田_1999：13） 

※下線（_）は半角スペース 

 

(c) 同一著者が同一年に複数の文献を公表している場合は、発行年の後にa、b、…のアルファベッ

トを付して、本文中および文末の参考文献において区別するものとする。 

 

 例：＜本文中＞    （大隈_1998b：20） 

   ＜文末：参考文献＞ 大隈重信（1998a）「＊＊＊＊＊」…… 

             大隈重信（1998b）「※※※」…… 

 

(3) 内容注は、本文末にまとめて表示するものとする。 

(a) 内容注の番号は、該当箇所の右肩に両括弧によって表示するものとする（例：…である（１））。 

(b) 内容注のなかに引用箇所を表示する必要がある場合には、上記(1)に準拠して表示するものと

する。 

(4) 参考文献は、内容注の次に、著者氏名のアルファベット順に表示するものとする。 

(a) 参考文献が単行本の場合、原則として、参考文献の著者名（個人の場合はフルネーム、団体の

場合は省略名称不可）、発行年（西暦。両括弧で囲う）、書名（副題を含む。和書、韓国語文献

または中国語文献の場合は二重カギ括弧で囲い、欧文文献の場合はイタリック（斜体）とする）、

版数（必要な場合）、発行地（東京の場合は省略可）および発行所を次の要領で記載するもの

とする。 

 

例：① 参考文献が和文献、韓国語文献または中国語文献の場合 

武井寿（1997）.『解釈的マーケティング研究』第3版_東京：白桃書房． 

  ② 参考文献が欧文文献の場合 

     Sunder, S. (1997). Theory of Accounting and Control. South-Western  
College Publishing. 

  ③ 参考文献が欧文文献で、日本語訳が存在する場合 

     Littleton, A. C. (1933). Accounting Evolution To 1900. New York:  
American Institute Publishing Press.（片野一郎訳（1978）『リトル 

トン会計発達史（増補版）』東京：同文舘出版）. 

※なお、原著出版年の後には原則として「.」（ピリオド）を打つものとするが、 

これに代えて「,」を用いてもかまわない。 

(b) 参考文献が論文の場合、原則として、参考文献の著者名（個人の場合はフルネーム、団体の場

合は省略名称不可）、発行年（西暦。両括弧で囲う）、論文名（副題を含む。和書、韓国語文献

または中国語文献の場合はカギ括弧で囲う）、収録書物の著者名もしくは編者名および収録書

物名（和書または中国語文献の場合は二重カギ括弧で囲い、欧文文献の場合はイタリック（斜

体）とする）、または、収録学術雑誌名、巻号数ならびに該当論文の開始ページおよび終了ペ

ージを次の要領で記載するものとする。 
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例：① 参考文献が和文献、韓国語文献または中国語文献で、所収論文の場合 

     奥村雅史（2001）.「クロスボーダーM&Aと国際化戦略」薄井彰編著『バ 

リュー経営のM&A投資』東京：中央経済社：113-134． 

② 参考文献が和文献、韓国語文献または中国語文献で、雑誌論文の場合 

辻山栄子（2003）.「業績報告をめぐる国際的動向と会計研究の課題」『会 

計』163(2)：223-240． 

③ 参考文献が欧文文献で、所収論文の場合 

Ikeo, A. (2000). Economists and Economic Policies. in Ikeo, A. ed. 

Japanese Economics and Economists since 1945. London：Routledge： 

143-184. 

  ④ 参考文献が欧文文献で、雑誌論文の場合 

     Sasaki, H. and Toda, M.(1996). Two-Sided Matching Problems with 

 Externalities. Journal of Economic Theory. 70(1)：93-108. 

 

(c) 参考文献が新聞または一般雑誌の記事である場合は、次のように表示するものとする。 

① 署名記事の場合：学術文献と同様に表示するものとする。 

② 無署名、匿名記事の場合：本文中に新聞または一般雑誌のタイトル、発行日付および号数（必

要な場合）を可能な限り表示するものとする。 

(d) 上記(c)にかかわらず、新聞または一般雑誌の記事を引用した場合は、学術文献のリストの後

に、新聞または一般雑誌のタイトル、発行日付および号数（必要な場合）を表示するものとす

る。 

(e) 参考文献がインターネット上の記事である場合には、学術文献と同様に、管理機関名、記事の

タイトル（必要な場合）を表示し、また当該ファイルが存在するページのURLを括弧書きで表

示するものとする（例：法務省法制審議会会社法（現代化）部会. 2005. 『第32回会議議事録』

（http://www.moj.go.jp/SHINGI/041208-1.html））。また、学術文献および新聞または一般雑

誌のリストの後に、管理機関名のホームページのURLを表示するものとする（例：法務省ウェ

ブサイト（http://www.moj.go.jp/））。 

 

以上 
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